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Ⅰ．未来社会創造プランを踏まえた平成 29 年度重点事項 

～“骨太の方針”、日本再興戦略、科学技術イノベーション総合戦略 

の実現に向けて～  
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２
．
オ
ー
プ
ン
イ
ノベ
ー
シ
ョン
の
推
進
に
よ
る
人
材
、知
、資
金
の
好
循
環
シ
ス
テ
ム
構
築
と地
域
イ
ノベ
ー
シ
ョン
の
促
進

～
国
の
ミッ
シ
ョン
を
確
実
に
遂
行
す
る
た
め
の
研
究
開
発
法
人
及
び
イ
ノベ
ー
シ
ョン
活
動
の
成
果
を
持
続
的
に
確

実
に
生
み
出
す
た
め
の
国
立
大
学
法
人
の
基
盤
的
な
経
費
（
運
営
費
交
付
金
）
の
確
実
な
確
保
～

（
１

）
企

業
か

らの
投

資
３

倍
増

（
20

25
年

）
に

向
け

た
、共

創
の

場
（

オ
ー

プン
イノ

ベ
ー

シ
ョン

・プ
ラッ

トフ
ォー

ム
）

の
構

築
•
「
組
織
」
対
「
組
織
」
の
本
格
的
な
産
学
官
連
携
を
加
速
す
る
た
め
の
「
産
学
官
に
よ
る
対
話
の
場
」
の
創
設
、
及
び
、
知
財
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
体
制
整

備
、
営
業
秘
密
保
護
や
共
同
研
究
の
経
費
負
担
の
あ
り
方
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
整
備
、
ク
ロ
ス
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
制
度
の
活
用
促
進
な
ど
、
国

立
研
究
開
発
法
人
・
大
学
を
中
核
と
し
た
「
共
創
の
場
（
ｵ
ｰ
ﾌ
ﾟﾝ
ｲ
ﾉ
ﾍ
ﾞｰ
ｼ
ｮﾝ
・
ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾌ
ｫ
ｰ
ﾑ
）
」
の
機
能
を
抜
本
的
強
化

•
特
定
国
立
研
究
開
発
法
人
*
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
踏
ま
え
、
今
後
の
産
業
競
争
力
の
鍵
と
な
る
革
新
材
料
創
出
を
も
た
ら
す
領
域
（
物
質
・
材
料
研
究
機

構
）
な
ど
に
お
い
て
、
本
格
的
な
産
学
官
連
携
・
グ
ロ
ー
バ
ル
連
携
に
よ
る
研
究
開
発
・
実
証
拠
点
を
構
築

（
２

）
日

本
型

イノ
ベ

ー
シ

ョン
・エ

コシ
ス

テ
ム

の
形

成
に

よる
地

域
イノ

ベ
ー

シ
ョン

の
促

進
•
地
域
の
大
学
等
が
有
す
る
技
術
シ
ー
ズ
を
事
業
化
に
繋
げ
る
べ
く
知
財
・
産
業
構
造
等
を
熟
知
し
た
専
門
家
の
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
す
る
な
ど
日
本
型

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
大
学
の
研
究
力
を
強
化
し
地
方
創
生
に
貢
献

*
特
定
国
立
研
究
開
発
法
人
に
よ
る
研
究
開
発
等
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に
お
い
て
、
文
部
科
学
省
所
管
法
人
に
つ
い
て
は
、
理
化
学
研
究
所
と
物
質
・
材
料
研
究
機
構
が

指
定

未
来
社
会
創
造
プ
ラ
ン
を
踏
ま
え
た
平
成
2
9
年
度
重
点
事
項

～
“骨
太
の
方
針
”、
日
本
再
興
戦
略
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
総
合
戦
略
の
実
現
に
向
け
て
～

未
来
社
会
創
造
プ
ラ
ン
を
踏
ま
え
た
平
成
2
9
年
度
重
点
事
項

～
“骨
太
の
方
針
”、
日
本
再
興
戦
略
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
総
合
戦
略
の
実
現
に
向
け
て
～

１
．
生
産
性
革
命
に
よ
る
So
ci
et
y5
.0
（
超
ス
マ
ー
ト
社
会
）
の
実
現
に
向
け
た
研
究
開
発
の
強
化

～
今
後
の
産
業
競
争
力
の
鍵
を
握
る
、人
工
知
能
（
AI
）
/ビ
ッグ
デ
ー
タ
/I
oT
や
、ナ
ノテ
ク
ノロ
ジ
ー
・材
料

領
域
に
係
る
（
特
定
国
立
研
究
開
発
法
人
を
中
核
とし
た
）
取
組
の
強
化
～

（
１

）
理

化
学

研
究

所
AI

Pセ
ンタ

ー
を

中
核

とし
た

革
新

的
人

工
知

能
技

術
研

究
の

推
進

•
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
革
新
的
な
人
工
知
能
基
盤
技
術
の
創
出
に
向
け
た
研
究
開
発
を
理
研
A
IP
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
実
施

（
２

）
国

立
研

究
開

発
法

人
等

を
核

とし
た

戦
略

的
ビッ

グ
デ

ー
タ創

造
・共

有
・活

用
研

究
拠

点
の

構
築

•
国
立
研
究
開
発
法
人
や
国
立
大
学
法
人
等
が
有
す
る
多
様
な
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
戦
略
的
に
利
活
用
を
促
進
す

る
た
め
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
共
有
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
、
利
用
者
と
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
構
築
や
観
測
機
能
の
強
化
等
を

行
い
、
国
立
研
究
開
発
法
人
を
中
核
と
し
た
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
整
備

（
分
野
の
例
）
ﾅ
ﾉ
ﾃ
ｸ
・
材
料
（
N
IM
S
)、
健
康
・
医
療
、
ﾗ
ｲ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｴ
ﾝ
ｽ
（
R
IK
E
N
,Q
S
T
）
、
地
球
環
境
（
JA
M
S
T
E
C
,N
IE
D
,J
A
X
A
(D
IA
S
連
携
）
）
、

防
災
（
N
IE
D
）
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３
．
第
4次
産
業
革
命
を
勝
ち
抜
き
、そ
れ
を
支
え
る
人
材
の
創
出
・育
成
・活
躍
の
促
進

「第
４

次
産

業
革

命
に

向
け

た
人

材
育

成
総

合
イニ

シ
アチ

ブ」
の

着
実

な
推

進
•
民
間
企
業
と
協
働
で
実
施
す
る
研
修
等
を
通
じ
た
若
手
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
や
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
等
の
養
成

•
A
I/
Io
T
/
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
等
の
分
野
の
若
手
研
究
者
の
育
成
、
支
援
（
卓
越
研
究
員
制
度
等
の
活
用
）

•
実
践
教
育
に
関
す
る
産
学
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
等
を
通
じ
た
高
等
教
育
段
階
に
お
け
る
数
理
・
情
報
人
材
養
成

•
大
学
の
拠
点
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
を
活
用
し
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
人
材
等
の
ＩＴ
人
材
養
成
の
強
化
（
実
践
力
の
強
化
、
学
び
直
し
の
促
進
等
）

４
．
社
会
変
革
に
向
け
た
新
た
な
価
値
創
出
に
向
け
た
取
組

～
挑
戦
的
・非
連
続
・革
新
的
な
研
究
開
発
の
促
進
～

ハ
イリ

ス
ク・

ハ
イイ

ンパ
クト

な
研

究
開

発
の

抜
本

的
強

化
•
国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
（
JS
T
）
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
踏
ま
え
た
抜
本
改
革
と
併
せ
て
、
文
部
科
学
省
に
お
け
る
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
関
す
る
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
体
制
（
情
報
の
収
集
・
分
析
体
制
）
を
大
幅
に
充
実
・
強
化
し
、
科
学
技
術
の
多
義
性
も
考
慮
し
つ
つ
将
来
の
社

会
変
革
や
新
産
業
創
出
を
も
た
ら
す
画
期
的
・
革
新
的
成
果
創
出
に
向
け
た
挑
戦
的
な
課
題
設
定
を
行
い
、
そ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
サ
イ
エ

ン
ス
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
に
資
す
る
ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ
イ
イ
ン
パ
ク
ト
研
究
支
援
を
抜
本
的
に
強
化

（
テ
ー
マ
例
）
レ
ー
ザ
ー
プ
ラ
ズ
マ
加
速
技
術
等
に
よ
る
加
速
器
の
革
新
的
小
型
化
、
2
0
5
0
年
C
O
2
8
0
%
減
に
向
け
た
異
次
元
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
創
出

※
上

記
取

組
に

つ
い

て
新

た
な

予
算

措
置

を要
す

る
も

の
に

つ
い

て
は

、平
成

２
９

年
度

概
算

要
求

まで
に

内
容

の
精

査
を

図
る

とと
も

に
、優

先
的

に
検

討
を

行
う。未
来
社
会
創
造
プ
ラ
ン
を
踏
ま
え
た
平
成
2
9
年
度
重
点
事
項

～
“骨
太
の
方
針
”、
日
本
再
興
戦
略
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
総
合
戦
略
の
実
現
に
向
け
て
～

未
来
社
会
創
造
プ
ラ
ン
を
踏
ま
え
た
平
成
2
9
年
度
重
点
事
項

～
“骨
太
の
方
針
”、
日
本
再
興
戦
略
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
総
合
戦
略
の
実
現
に
向
け
て
～

-3-



５
．
イ
ノベ
ー
シ
ョン
創
出
の
た
め
継
続
して
推
進
す
べ
き
事
項

（
１

）
基

礎
・学

術
研

究
の

強
化

•
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
源
泉
で
あ
る
基
礎
研
究
・
学
術
研
究
を
着
実
に
推
進

■
科
研
費
制
度
の
抜
本
的
改
革
の
推
進

■
各
大
学
等
に
数
理
･情
報
に
関
す
る
教
育
研
究
拠
点
（
数
理
・
情
報
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
）
の
強
化

■
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
卓
越
し
た
国
際
研
究
拠
点
形
成
の
着
実
な
推
進
、
成
果
の
活
用

（
２

）
科

学
技

術
人

材
の

体
系

的
な

育
成

、確
保

•
優
れ
た
能
力
を
持
ち
、
未
来
を
担
う
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
の
育
成
・
確
保
・
活
躍
を
促
進

■
理
数
分
野
で
突
出
し
た
意
欲
や
能
力
を
有
す
る
児
童
・
生
徒
を
さ
ら
に
伸
ば
す
機
会
の
確
保
に
向
け
た
検
討

■
研
究
活
動
の
多
様
化
促
進
に
向
け
た
女
性
研
究
者
や
外
国
人
研
究
者
等
の
活
躍
促
進

（
３

）
大

型
共

用
施

設
の

整
備

・効
率

的
な

利
活

用
の

推
進

•
最
先
端
の
研
究
施
設
・
設
備
・
機
器
等
の
最
大
活
用
に
向
け
た
基
盤
の
強
化

■
我
が
国
が
有
す
る
最
先
端
の
設
備
・
機
器
を
最
大
限
活
用
す
る
た
め
の
利
活
用
方
策
の
検
討

（
４

）
産

学
官

の
「共

創
の

場
（

オ
ー

プン
イノ

ベ
ー

シ
ョン

・プ
ラッ

トフ
ォー

ム
）

」の
構

築
に

向
け

た
取

組
•
国
立
研
究
開
発
法
人
・
大
学
が
産
学
官
を
糾
合
し
、
戦
略
策
定
か
ら
研
究
開
発
の
推
進
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
創
出
等
を
行
う
「
共
創
の
場
（
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
」
を
構
築
す
る
に
あ
た
っ
て
、
JS
T
に
よ
る
支
援
機
能
を
強
化
。

•
各
国
立
研
究
開
発
法
人
が
研
究
開
発
を
進
め
る
過
程
で
生
ま
れ
た
研
究
開
発
資
産
等
（
特
許
、
研
究
デ
ー
タ
、
研
究
イ
ン
フ
ラ
等
）
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、

法
人
外
部
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
等
と
と
も
に
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
型
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
創
出

（
５

）
グ

ロー
バ

ル
な

オ
ー

プ
ンサ

イエ
ンス

へ
の

対
応

•
オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
時
代
の
研
究
開
発
を
先
導
す
る
た
め
の
戦
略
的
な
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
に
着
手

未
来
社
会
創
造
プ
ラ
ン
を
踏
ま
え
た
平
成
2
9
年
度
重
点
事
項

～
“骨
太
の
方
針
”、
日
本
再
興
戦
略
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
総
合
戦
略
の
実
現
に
向
け
て
～

未
来
社
会
創
造
プ
ラ
ン
を
踏
ま
え
た
平
成
2
9
年
度
重
点
事
項

～
“骨
太
の
方
針
”、
日
本
再
興
戦
略
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
総
合
戦
略
の
実
現
に
向
け
て
～
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（
６

）
クリ

ー
ンで

経
済

的
な

エネ
ル

ギ
ー

社
会

の
実

現
（

次
世

代
半

導
体

の
研

究
開

発
の

強
化

等
）

•
窒
化
ガ
リ
ウ
ム
(G
aN
)等
の
次
世
代
半
導
体
や
次
世
代
蓄
電
池
な
ど
の
革
新
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
開
発
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
人
工
衛
星
・
海
洋
調

査
等
の
観
測
技
術
や
ス
パ
コ
ン
等
も
活
用
し
て
最
先
端
の
気
候
変
動
予
測
・
対
策
技
術
の
研
究
開
発
を
強
化

•
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
実
現
に
向
け
た
IT
E
R
計
画
等
の
着
実
な
実
施

（
７

）
世

界
一

の
健

康
寿

命
社

会
の

実
現

（
新

興
・再

興
感

染
症

対
策

の
強

化
等

）
•
再
生
医
療
研
究
や
が
ん
研
究
、
脳
神
経
回
路
の
機
能
解
明
に
向
け
た
研
究
開
発
等
の
推
進
や
、
老
化
の
制
御
に
つ
い
て
の
基
礎
研
究
等
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
近
年
、
西
ア
フ
リ
カ
で
の
感
染
拡
大
を
し
た
エ
ボ
ラ
出
血
熱
な
ど
、
国
際
的
に
脅
威
と
な
る
感
染
症
に
係
る
研
究
能
力
の
向
上
及
び
人

材
育
成
を
図
る
た
め
、
B
S
L
４
施
設
（
高
度
安
全
試
験
施
設
）
を
中
核
と
し
た
感
染
症
研
究
拠
点
の
形
成
に
係
る
検
討
・
調
整
も
踏
ま
え
感
染
症
研
究
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
国
際
共
同
研
究
及
び
研
究
交
流
、
医
療
機
器
開
発
に
つ
な
が
る
基
礎
的
な
研
究
開
発
等
を
促
進

（
８

）
我

が
国

の
安

全
保

障
の

観
点

か
ら国

家
戦

略
上

重
要

な
技

術
の

研
究

開
発

の
実

施
•
総
合
的
な
安
全
保
障
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
長
期
的
な
我
が
国
の
成
長
の
原
動
力
と
な
る
基
幹
技
術
を
推
進

■
H
3
ロ
ケ
ッ
ト
・
次
世
代
衛
星
等
の
宇
宙
開
発
・
利
用
技
術
や
次
世
代
航
空
機
技
術
等
の
宇
宙
・
航
空
分
野
、
海
洋
資
源
調
査
・
開
発
技
術
や
北
極

研
究
等
の
海
洋
・
極
域
分
野
、
自
然
災
害
観
測
・
予
測
・
対
策
技
術
や
熊
本
地
震
等
を
踏
ま
え
た
地
震
調
査
研
究
等
の
防
災
・
減
災
分
野
、
廃
炉

研
究
や
人
材
育
成
等
の
原
子
力
分
野
※
の
研
究
開
発
等
の
推
進
。

※
も
ん
じ
ゅ
に
つ
い
て
は
、
「
も
ん
じ
ゅ
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
の
議
論
を
踏
ま
え
て
適
切
な
対
応
を
進
め
る
。

未
来
社
会
創
造
プ
ラ
ン
を
踏
ま
え
た
平
成
2
9
年
度
重
点
事
項

～
“骨
太
の
方
針
”、
日
本
再
興
戦
略
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
総
合
戦
略
の
実
現
に
向
け
て
～

未
来
社
会
創
造
プ
ラ
ン
を
踏
ま
え
た
平
成
2
9
年
度
重
点
事
項

～
“骨
太
の
方
針
”、
日
本
再
興
戦
略
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
総
合
戦
略
の
実
現
に
向
け
て
～
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大
学

民
間
企
業

国
立
研
究
開
発
法
人
を
中
核
と
し
た
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
研
究
拠
点
の
構
築

○
将
来
の
成
長
分
野
で
あ
る
A
I技
術
を
活
用
し
、
我
が
国
が
世
界
の
競
争
に
打
ち
勝
つ
た
め
に
は
、
解
析
に
用
い
る
A
I技
術
の
高
度
化
の
み
な
ら
ず
、

解
析
対
象
の
分
野
に
お
い
て
大
量
の
高
品
質
な
デ
ー
タ
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
共
有
・解
析
す
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
トフ
ォ
ー
ム
の
構
築
が
急
務
。

○
国
立
研
究
開
発
法
人
等
で
は
様
々
な
分
野
研
究
を
通
じ
て
膨
大
・高
品
質
な
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
産
学
官
で
活
用
し
、
新
た
な
価

値
の
創
造
に
つ
な
が
る
解
析
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
プ
ラ
ッ
トフ
ォ
ー
ム
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
デ
ー
タ
解
析
に
よ
る
新
材
料
設
計
や
生
命
シ
ス
テ
ム
の

理
解
、
個
人
の
健
康
予
測
、
防
災
技
術
開
発
等
を
強
力
に
推
進
。

３
省
連
携
に
よ
る
中
核
的

基
礎
研
究
セ
ン
タ
ー

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
の
革
新
的
な
人
工
知
能

の
基
盤
技
術
開
発
・基
礎
研
究

人
工
知
能
と
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に
よ
り
サ
イ
エ
ン
ス

を
飛
躍
的
に
向
上

理
研
Ａ
ＩＰ
セ
ン
タ
ー

適
切
な
事
前
対
策
・
発
災

後
の
被
害
低
減

観
測
機
能
強
化

論
文

計
測
ﾃ
ﾞ-ﾀ

産
学
官
協
働

に
よ
り
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
か
ら

新
た
な
価
値
を
創
出
!!

ﾃﾞ
ｰﾀ

提
供

共
同

研
究

海
洋
観
測
網

観
測
衛
星

疾
患
予
測
や
健
康
予
測

の
実
現
等

高
機
能
材
料
開
発
の

加
速
化
、
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
解
明
等

N
IE
D

防
災
分
野

実

Ｂ

収
集
・
加
工

解
解

析
・

釈

・ 試験

作

Ｄ

化

N
IM
S

ナ
ノ
･材
料
分
野

解
解

析
釈

・

収
集
加
工

試験実

作

・

Ｄ 化B

気
候
変
動
へ
の
適
応
・
緩
和

等
の
社
会
課
題
解
決

*D
IA

S（
デ
ー
タ
統
合
・
解
析
シ
ス
テ
ム
）

：
世
界
最
大
級
の
地
球
環
境
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

ht
tp

:/
/w

w
w

.d
ia

sjp
.n

et
/

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

R
IK
E
N

Q
S
T
/A
M
E
D

ラ
イ
フ

健
康
･医
療
分
野

収
集
加
工

解
解

析
釈

確

験
実

認
Ｄ

化

B

JA
M
S
T
E
C

JA
X
A

D
IA
S
*

地
球
観
測

Ｄ

収
集
・
加
工

解
解

析
・

釈

実会 装社

化B
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•
独
り立
ち
レ
ベ
ル
の
育
成
（
5千
人
/年
）

•
見
習
い
レ
ベ
ル
の
育
成
（
5万
人
/年
）

現
状

（
M

GI
レ

ポ
ー

ト）

日
本

：
3.

4千
人

US
:2

5千
人

、中
国

：
17

千
人

初
等
中
等
教
育

•
「第

５
期

科
学

技
術

基
本

計
画

（
平

成
28

年
１

月
閣

議
決

定
）

」に
お

い
て

謳
わ

れ
て

い
る

「超
ス

マ
ー

ト社
会

」の
実

現
、及

び
「理

工
系

人
材

育
成

に
関

す
る

産
学

官
円

卓
会

議
に

お
け

る
行

動
計

画
」等

を
踏

ま
え

、関
連

施
策

の
一

体
的

な
推

進
が

求
め

られ
て

い
る

•
生

産
性

革
命

や
第

4次
産

業
革

命
に

よ
る

成
長

の
実

現
に

向
け

て
、情
報
活
用
能
力
を
備
え
た
創
造
性
に
富
ん
だ
人
材
の
育
成
が
急
務

•
日
本
が
第
4次
産
業
革
命
を
勝
ち
抜
き
、未
来
社
会
を
創
造
す
る

た
め

に
、特

に
喫

緊
の

課
題

で
あ

る
AI
、I
oT
、ビ
ッグ
デ
ー
タ
、セ
キ
ュリ
テ
ィ及
び
そ
の
基
盤
と

な
る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
等
の
人
材
育
成
・確
保

に
資

す
る

施
策

を
、初
中
教
育
、高
等
教
育
か
ら
研
究
者
レ
ベ
ル
で
の
包
括
的
な
人
材
育
成
総
合
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
して
体
系
的
に
実
施

高
等
教
育
（
大
学
・大
学
院
・高
専
教
育
）

情
報
活
用
能
力
の
育
成
・教
育
環
境
の
整
備

•
次

世
代

に
求

め
られ

る
プ

ログ
ラミ

ン
グ

な
どの

情
報

活
用

能
力

の
育

成
•

アク
テ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
の

視
点

に
立

った
指

導
や

個
の

学
習

ニ
ー

ズ
に

対
応

した
「次

世
代

の
学

校
」

創
生

（
ス

マー
トス

クー
ル

構
想

の
推

進
等

）
•

学
校

関
係

者
や

関
係

企
業

等
で

構
成

す
る

官
民

コン
ソ

ー
シ

ア
ム

の
設

立

セ
キ
ュリ
テ
ィ

ビ
ッグ
デ
ー
タ

産
業
界

情
報
ス
キ
ル

全
学
的
な
数
理
・情
報
教
育
の
強
化

•
教

育
体

制
の

抜
本

的
強

化
(数

理
・情

報
教

育
研

究
セ

ン
ター

(仮
称

)等
)な

ど

AI ト
ップ
レ
ベ
ル
人
材
の
育
成

•
理

研
AI

P※
1 セ

ン
ター

に
お

け
る

世
界

トッ
プレ

ベ
ル

の
研

究
者

を惹
き付

け
・育

成
•

若
手

研
究

者
支

援
（

卓
越

研
究

員
制

度
や

競
争

的
資

金
の

活
用

を含
む

）
、国

際
研

究
拠

点
形

成

数
理
、情
報
関
係
学
部
・大
学
院
の
強
化

•
新

た
な

学
部

等
の

整
備

の
促

進
、e

nP
iT

※
2 等

で
養

成
す

る
IT

人
材

の
増

大
•

情
報

コア
カリ

・理
工

系
基

礎
とな

る
数

学
教

育
の

標
準

カリ
キ

ュラ
ム

整
備

•
新

た
な

社
会

を創
造

・牽
引

す
る

アン
トレ

プ
レ

ナ
ー

の
育

成

•
社

会
実

装
の

方
向

性
を

共
有

•
実

社
会

に
お

け
る

情
報

技
術

の
活

用
手

法
を

学
ぶ

機
会

を
確

保

産
業
界
へ
の
人
材
輩
出

※
注

：
左

吹
き

出
しの

人
数

は
「ビ

ッグ
デ

ー
タの

利
活

用
の

た
め

の
専

門
人

材
育

成
に

つ
い

て
」（

大
学

共
同

利
用

機
関

法
人

情
報

・シ
ス

テ
ム

研
究

機
構

、平
成

27
年

7月
）

）
か

ら引
用

•
世
界
ト
ップ
レ
ベ
ル
の
育
成
（
5人
/年
）

•
業
界
代
表
レ
ベ
ル
の
育
成
（
50
人
/年
）

•
棟
梁
レ
ベ
ル
の
育
成
（
50
0人
/年
）

•
小

学
校

に
お

け
る

体
験

的
に

学
習

す
る

機
会

の
確

保
、中

学
校

に
お

け
る

コン
テ

ンツ
に

関
す

る
プ

ログ
ラミ

ング
学

習
、

高
等

学
校

に
お

け
る

情
報

科
の

共
通

必
履

修
科

目
化

と
い

った
、発
達
の
段
階
に
即
した
プ
ロ
グ
ラ
ミン
グ
教
育
の

必
修
化

•
全

て
の

教
科

の
課

題
発

見
・解

決
等

の
プ

ロセ
ス

に
お

い
て

、
各
教
科
の
特
性
に
応
じて
IC
Tを
効
果
的
に
活
用

•
文

科
省

、経
産

省
、総

務
省

の
連

携
に

より
設

立
す

る
官

民
コン

ソ
ー

シ
ア

ム
に

お
い

て
、優
れ
た
教
育
コン
テ
ン
ツ
の

開
発
・共
有
等
の
取
組
を
開
始

高
等

学
校

：
約

33
7万

人
（

３
学

年
）

中
学

校
：

約
35

0万
人

（
３

学
年

）
小

学
校

：
約

66
0万

人
（

６
学

年
）

参
考
：
必
要
とさ
れ
る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
人
材
数
(※
)

情
報

リテ
ラ
シ
ー

•
リテ
ラ
シ
ー
の
醸
成
（
50
万
人
/年
）

大
学

入
学

者
/年

: 
約

60
万

人

※
１

Ad
va

nc
ed

 In
te

gr
at

ed
 In

te
lli

ge
nc

e 
Pl

at
fo

rm
 P

ro
je

ct
（

人
工

知
能

/ビ
ッグ

デ
ー

タ/
Io

T/
サ

イバ
ー

セ
キ

ュリ
テ

ィ統
合

プ
ロジ

ェク
ト）

※
２

Ed
uc

at
io

n 
Ne

tw
or

k 
fo

r 
Pr

ac
tic

al
 In

fo
rm

at
io

n 
Te

ch
no

lo
gi

es
（

情
報

技
術

人
材

育
成

の
た

め
の

実
践

教
育

ネ
ット

ワ
ー

ク（
形

成
事

業
）

）

Io
T

「
第
4
次
産
業
革
命
に
向
け
た
人
材
育
成
総
合
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」

～
未
来
社
会
を
創
造
す
る
A
I/
Io
T
/ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
等
を
牽
引
す
る
人
材
育
成
総
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
～

※
平
成
2
8
年
4
月
1
9
日
の
産
業
競
争
力
会
議
に
て
大
臣
よ
り
発
表

参
考
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Ⅱ．平成 29 年度科学技術概算要求のポイント  
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 ○未来の大きな社会変革や生産性革命に対応し､超スマート社会（Society5.0）を 
   実現するため、新たな価値創出の「鍵」となる､革新的な人工知能、ビッグデー 
     タ整備・解析技術の開発､さらにはその基盤となるデータサイエンティスト等を 
     はじめとする人材育成を重点的に推進する。  
  ○地方創生に資する地域科学技術イノベーションや、オープンイノベーションを   
     加速する取組を推進するほか、基礎研究、研究開発インフラ等の我が国の強 
   みを支える科学技術基盤を強化し、民間からの研究投資の促進を図る。  
  ○我が国の自立的な衛星打上げ能力の確保に資するH3ロケットの開発など、防 
     災や安全保障等の観点から国民の安全・安心を支える国家安全保障・基幹技 
     術の取組を強化する。 

〈科学技術予算のポイント〉 

未来を切り拓くイノベーション創出に向けた重点的な取組 

 ○新たなｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの鍵となる人工知能･ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ等に関する研究基盤の強化 
      157億円（102億円増） 
  ・人工知能､ビッグデータ等の研究開発を強化するとともに､特定国立研究開発法人等を 
   中核としたデータプラットフォームを整備し､多様なデータの戦略的創出･共有･活用を 
   促進。併せて、その基盤となるデータサイエンス等の人材育成を推進。 
    ◇データプラットフォーム拠点形成事業       57億円（ 新  規 ） 
    ◇人工知能/ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ/IoT/ｻｲﾊﾞｰｾｷｭﾘﾃｨ統合ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ       96億円（42億円増） 
                    〔戦略的創造研究推進事業の関連する課題(46億円(6億円増))を含む〕 

    ◇データ関連人材育成プログラム       3億円（ 新 規 ）  

 ○地方創生に資するイノベーション･エコシステムの形成 87億円（ 58億円増） 
  ・地域の大学が地元企業や金融機関等と協力しつつ、全国規模の事業化経験を持つ人材 
   の積極的な活用等により、地域発の新産業創出を行う取組を支援。      

 ○イノベーション創出をけん引する革新的研究開発の推進 90億円（ 新 規 ）  
  ・将来の社会変革や新産業創出をもたらすテーマを設定し､他の追随を許さない画期的･ 
   革新的成果創出に向け､ハイリスク･ハイインパクトな研究開発(未来社会創造事業)を推進。  
 (課題例:2050年温室効果ｶﾞｽ大幅削減に向けた異次元ｴﾈﾙｷﾞｰ技術の創出､ﾚｰｻﾞｰﾌﾟﾗｽﾞﾏ加速技術等による加速器の革新的小型化)                     

対 前 年 度 
増 △ 減 額 増△減率 

9,620億円 1兆1,254億円 1,634億円 17.0% 

区 分 平 成 28 年 度 
予 算 額 

平 成 29 年 度 
要 求 ･ 要 望 額 

科 学 技 術 予 算 

 第５期科学技術基本計画を踏まえ､新たな価値の創出､民間からの研究資金の導入拡大､ 
 イノベーションによる地域活性化等を図るための取組を重点的に実施。 
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クリーンで経済的なエネルギーシステムの実現 

自然災害に対する強靱な社会の実現 

 ○医療分野の研究開発の総合的な推進           720億円 （121億円増） 
〔復興特別会計で16億円（４億円増）を含む｡AMED以外の研究機関に係る予算は除く〕 

  ・日本医療研究開発機構(ＡＭＥＤ)において、関係府省と連携して、健康長寿社会の実現
に向け基礎研究から実用化までの一貫した研究開発を推進。 

国家的・社会的重要課題への対応 

国際社会の先駆けとなる健康長寿社会の実現 

  

イノベーションの源泉としての研究基盤の強化 

 ○戦略的創造研究推進事業(新技術シーズ創出)        492億円（ 25億円増） 

  ・科研費成果等を発展させるイノベーション指向の戦略的な基礎研究を推進。若手研究者
の登竜門たる「さきがけ」の拡充など、戦略的な基礎研究の改革・強化に取り組む。 

 ○科学研究費助成事業(科研費)          2,437億円 （164億円増）    

  ・研究者の独創的な発想に基づく多様で質の高い学術研究を推進。特に新たな学問領域の
創成や異分野融合等につながる挑戦的な研究支援など、科研費の改革・強化に取り組む。  

 ○ＩＴＥＲ(国際熱核融合実験炉)計画等の実施    262億円（ 29億円増） 
  ・エネルギー問題と環境問題の根本解決が期待される核融合エネルギーの実現に向け、 
   国際約束に基づきＩＴＥＲ計画及び幅広いアプローチ(ＢＡ)活動を推進。 

 ○世界最高水準の大型研究施設の整備・活用          477億円（ 31億円増） 
  ・我が国が誇る最先端大型研究施設(SPring-8,SACLA,J-PARC,「京」)の安定した運転に 

   より共用等を促進。また、2020年頃をターゲットとしてポスト｢京｣の開発を着実に実施。 
    ◇世界最高水準の大型研究施設の整備・活用      410億円（31億円増） 
    ◇ポスト「京」の開発         67億円（前 年 同） 

 ○省ｴﾈﾙｷﾞｰ社会の実現に資する次世代半導体研究開発  19億円（  9億円増） 
  ・材料創製からデバイス化・システム応用まで、窒化ガリウム(GaN)等を用いた次世代半

導体の研究開発を一体的に加速するための研究開発拠点を構築 

 ○地震・防災分野の研究開発の推進          136億円（ 26億円増） 
  ・官民連携による超高密度地震観測システムの構築等の防災ビッグデータを活用した研究

開発に取り組むほか、熊本地震を踏まえた活断層調査の加速化等をはじめとした地震・
津波の調査観測を着実に実施するなど、防災分野の研究開発を推進。 

   ◇データプラットフォーム拠点形成事業（防災分野） 
  ～首都圏を中心としたレジリエンス総合力向上プロジェクト～ ７億円（ 新  規 ） 

 ○科学技術イノベーション人材の育成・確保      50億円（ 18億円増） 
  ・科学技術イノベーションを担う多様な人材の育成や活躍促進を図る取組を推進。 

    ◇卓越研究員事業         26億円（16億円増） 

    ◇次代の科学技術イノベーションを担う人材の育成       24億円（ 3億円増） 
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 ○宇宙航空分野の研究開発の推進         1,731億円（190億円増）  

国家安全保障・基幹技術の強化 

   ◇H3ロケットの開発                     258億円（123億円増） 
      ・我が国の自立的な衛星打ち上げ能力を確保するため、多様な打ち上げニーズに対応 
     した国際競争力あるH3ロケットを2020年の初号機打ち上げを目指して開発。 

    ◇次世代航空科学技術の研究開発              38億円（ 4億円増） 
      ・安全性、環境適合性、経済性の重要なニーズに対応する次世代航空機技術の獲得に 
     関する研究開発等を推進。 
                                                                 ※宇宙航空研究開発機構(ＪＡＸＡ)における要求・要望額 

 ○海洋調査等の戦略的推進            437億円（ 54億円増） 

  ・海底地殻変動を連続かつリアルタイムに観測するシステムの開発・整備等を実施し、地殻変動
シミュレーション等の高精度化を行うとともに、統合的な海洋観測網及び海洋観測のデータ
セットを構築。加えて、国際共同研究の実施等により北極域・南極地域の研究を推進。 

    ◇国土強靱化に向けた海底広域変動観測    140億円（26億円増） 

    ◇統合的海洋観測網の構築      44億円（15億円増） 

    ◇北極域研究の戦略的推進      14億円（ 5億円増） 

    ◇南極地域観測事業        49億円（15億円減） 
 
 
 

   ◇最先端宇宙科学・技術力の強化                      
      ・過去最高の高感度X線観測を行うX線天文衛星の代替機、国際宇宙ステーション 
     （ISS）計画に貢献する新型宇宙ステーション補給機など、宇宙基本計画等に基 
     づき着実に開発を実施。 
      －X線天文衛星代替機                  39億円（ 新  規 ） 
      －新型宇宙ステーション補給機（HTV-X）          37億円（17億円増） 

 ○原子力分野の研究開発・人材育成の推進 

               
   
 
 
 

 ◇「東京電力㈱福島第一原子力発電所の廃止措置等    53億円（12億円増）
研究開発の加速プラン」の実現 

  ・国内外の英知が結集する廃炉国際共同研究センターの研究拠点として国際共同研究棟を福 

       島に整備し、東京電力福島第一原発の廃止措置等に関する研究開発や人材育成等を加速。 

 ◇ 安全確保を最優先とした高速増殖炉｢もんじゅ｣への取組    199億円（14億円増） 
  ・原子力規制委員会の指摘を踏まえ、保全体制を確立した上で計画的な点検・検査を 
   着実に実施し、施設を安全に維持管理するために必要な取組を実施。 

※輸送機器の製造完了に伴う減 

※ 

※ 
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Ⅲ．平成 29 年度科学技術概算要求主要事項  

-12-



事        項 前 年 度 
予 算 額 

平成29年度 
要求・要望額 

比 較 増 
△ 減 額 備    考 

百万円 百万円 百万円 

60,665 77,787 17,122 

１．未来社会に向けた先端基盤技術の強化 
～新たなイノベーションの鍵となる人工知能・ビッグデータ・IoT・セキュリティ等の統合研究開発～ 

○概要： 我が国の未来社会における経済成長とイノベーションの創出、ひいてはSociety 5.0の実現に 
    向けて、その基盤技術となる革新的な人工知能、ビッグデータ、IoT、サイバーセキュリティ等の 
    研究開発等を強化するとともに、我が国の強みを活かし、幅広い分野での活用の可能性を秘める 
    先端計測、光･量子技術、素材、ナノテクノロジー･材料科学技術等の共通基盤技術の研究開発等 
    を推進する。 
 
  ◆AIP※1:人工知能/ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ/IoT/ｻｲﾊﾞｰｾｷｭﾘﾃｨ統合ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ  

9,641百万円※2( 5,448百万円) 
 未来社会における新たな価値創出の「鍵」となる、人工知能、ビッグデータ、IoT、サイバー 
セキュリティについて、「理研革新知能統合研究センター（AIPセンター）」に世界最先端の研究
者を糾合し、革新的な基盤技術の研究開発や我が国の強みであるビッグデータを活用した研究開発
を推進するとともに、関係府省等と連携することで研究開発から社会実装までを一体的に実施する。 
 あわせて、科学技術振興機構の戦略的創造研究推進事業において、人工知能やビッグデータ等の 
分野における独創的な若手研究者等による挑戦的な研究課題の支援を実施。 
 ※1 AIP（Advanced Integrated Intelligence Platform Project） 

 ※2 「戦略的創造研究推進事業（新技術シーズ創出）」に係る部分は「３．基礎研究力強化と世界最高水準の研究拠点の形成」と重複 

 

 
    ◆データプラットフォーム拠点形成事業                     5,734百万円※(   新   規   ) 
    理研AIPセンターと連携し、特定国立研究開発法人をはじめとする国立研究開発法人を中核として、

様々な研究を通じて蓄積された膨大・高品質なデータを産学官で共有・利活用し、オープンイノべ 
   ーションを推進するためのプラットフォームを構築する。これにより、ナノテク・材料、ライフ 
   サイエンス、防災分野などのデータ解析及び共有・利活用を促進し、新たな価値の創造につなげる。 
               ※ 「防災分野」に係る部分は「１０．自然災害に対する強靭な社会に向けた研究開発の推進」と重複 

 
    ◆革新的材料開発力強化プログラム                         4,427百万円(   新   規   ) 
    ナノテク・材料分野のイノベーション創出を強力に推進するため、特定国立研究開発法人となる「物質・材

料研究機構」に、基礎研究と産業界のニーズの融合による革新的材料創出の場や、世界中の研究者が集
うグローバル拠点を構築するとともに、これらの活動を最大化するための最先端計測等の研究基盤を整備。       

     
  ◆元素戦略プロジェクト                         2,439百万円(  2,039百万円) 
    我が国の産業競争力強化に不可欠である希少元素（レアアース・レアメタル等）の革新的な代替

材料を開発するため、共同研究組織の密接な連携・協働の下、物質中の元素機能の理論的解明を行
うとともに、大型研究施設と連携した中性子・放射光等の解析や、国立研究開発法人物質･材料研究
機構の情報統合型物質・材料研究拠点との連携等によるマテリアルズ・インフォマティクスの導入
により新材料の創製、特性評価を強化する。 

 
  ◆光・量子科学研究拠点形成に向けた基盤技術開発               1,294百万円(  1,431百万円) 
    光・量子科学技術と他分野のニーズを結合させ、産学官の多様な研究者が連携・融合するための

研究・人材育成拠点を形成し、新たな基盤技術開発と利用研究を推進する。併せて、高性能化、 
   小型化・低コスト化等が求められる将来の加速器技術に共通の要素技術開発を行う。 

成 長 戦 略 の 実 現 に 向 け て の 

科 学 技 術 イ ノ ベ ー シ ョ ン の 推 進 
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事        項 前 年 度 
予 算 額 

平成29年度 
要求・要望額 

比 較 増 
△ 減 額 備    考 

百万円 百万円 百万円 

31,994 43,568 11,575 

２．科学技術イノベーション・システムの構築 

○概要： 大学、研究開発法人、産業界等が集い、既存分野・組織の壁を取り払い、企業だけでは実現 
    できない飛躍的なイノベーションを産学官連携で実現する。また、大学の研究シーズを基に、 
    地域外の人材・技術を取り込ながら、地域から世界で戦える新産業の創出に資する取組を推進 
    するほか、民間の事業化ノウハウを活用した大学等発ベンチャー創出の取組等を推進する。 
    加えて、経済・社会的なインパクトを重視した非連続イノベーションを創出する画期的・革新的 
    な研究開発（ハイリスク・ハイインパクトな研究開発）を推進する。 
 
   ◆地方創生に資するイノベーション・エコシステムの形成         8,719百万円(2,920百万円) 
    地域の成長に貢献しようとする大学等に事業プロデュースチームを創設し、地域の競争力の源泉

（コア技術等）を核に、事業化計画を策定し、社会的インパクトが大きく地域の成長にも資する 
   事業化プロジェクトを推進する。また、地域企業と全国の研究成果をつなぐマッチングプランナー

の活用、有力なコア技術のスケールアップに向けた概念実証の支援、および地域特性を踏まえた 
   将来ビジョンに基づき、世界的にも優れた研究施設等を核に大学、企業等が集積したイノベーション 
   創出の場の構築により、地方創生に資するイノベーション・エコシステムの形成を推進する。 
   ・地域イノベーション・エコシステム形成プログラム            5,160百万円( 600百万円) 
   ・地域産学バリュープログラム(旧：マッチングプランナープログラム)    1,563百万円(  863百万円) 
    
  ◆オープンイノベーション加速のための産学連携の推進            3,987百万円(3,145百万円) 

 産業界と大学との間の知、人材、資金の好循環を生み出すため、大学が産業界の協力を得て新たな 
基幹産業の育成に向けた「技術・システム革新シナリオ」の作成、それに基づく非競争領域の共同研究の
企画・提案、マネジメントシステムの改革等を行い、基礎研究や人材育成に係る産学パートナーシップを 
拡大することで、我が国のオープンイノベーションを加速。また、その際に重要となる大学の知的資産 
マネジメントの強化を支援。 

   ・産学共創プラットフォーム共同研究推進プログラム         1,400百万円( 700百万円) 
   ・知財活用支援事業                       2,435百万円(2,335百万円) 
 
   ◆革新的成果の社会実装を目指す大型産学共同研究の推進         8,907百万円(8,907百万円) 
    目指すべき社会像を見据えたバックキャストによるビジョン主導型のチャレンジングな研究開発

を大型産学研究開発拠点において推進する。 
   ・センター・オブ・イノベーション（ＣＯＩ）プログラム        8,869百万円(8,869百万円) 
 
   ◆ベンチャー・エコシステム形成の推進                        3,016百万円(2,809百万円) 
    強い大学発ベンチャー創出の加速のため、起業に挑戦しイノベーションを起こす人材の育成、 
   創業前段階からの経営人材との連携等を通じて、大企業、大学、ベンチャーキャピタルとベンチャー

企業との間での知、人材、資金の好循環を起こし、ベンチャー・エコシステムの創出を図る。 
   ・次世代アントレプレナー育成プログラム（ＥＤＧＥ－ＮＥＸＴ）※     700百万円(  新  規  ) 
       ※ 「４．科学技術イノベーション人材の育成・確保」と重複 
 

      ・大学発新産業創出プログラム（ＳＴＡＲＴ）                  2,316百万円(2,107百万円) 
    
  ◆国立研究開発法人を中核としたイノベーションハブの形成        1,400百万円(1,400百万円) 
    国立研究開発法人を中核として､産学官の垣根を越えた人材糾合の場(イノベーションハブ)の形成 
   及びその機能強化を図るため､国立研究開発法人の飛躍性ある優れた取組を選択的に支援･推進する。 
 
  ◆未来社会創造事業（ハイリスク・ハイインパクトな研究開発の推進）9,000百万円※(  新  規 ) 

 戦略的創造研究推進事業や科学研究費助成事業等の成果を社会実装に加速して繋げるため、国が
定める重点開発領域、技術テーマの下、プログラム･マネージャー（PM）を選定し、経済･社会的な
インパクトを重視した非連続イノベーションを創出する画期的・革新的な研究開発を概念実証
（POC）に向けて実施する。 
 ※「異次元エネルギー技術創出」に係る部分は「９．クリーンで経済的なエネルギーシステムの実現」と重複 
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事        項 前 年 度 
予 算 額 

平成29年度 
要求・要望額 

比 較 増 
△ 減 額 備    考 

百万円 百万円 百万円 

302,016 328,200 26,185 

３．基礎研究力強化と世界最高水準の研究拠点の形成 

○概要： イノベーションの源泉である多様で卓越した知を生み出す研究基盤の強化のため、独創的で質
の高い多様な学術研究と政策的な戦略に基づく基礎研究を、強力かつ継続的に推進する。加えて、
競争的研究費改革等と連携し、研究開発と機器共用の好循環を実現する新たな共用システムの 

    導入を推進する。 
     また、大学の研究力強化のための取組を戦略的に支援し、世界水準の優れた研究大学群を増強 
    する。さらに、国内外の優れた研究者を惹きつける世界トップレベル研究拠点の構築を進める。 
 
  ◆科学研究費助成事業（科研費）                   243,716百万円※(227,290百万円) 
    科研費は、人文学・社会科学から自然科学まですべての分野にわたり、独創的な｢学術研究｣を 
   幅広く支援する。我が国の研究力を強化するため、質と量の両面から科研費改革を断行し、基盤 
   研究種目を通じた助成水準を確保しつつ、学術の枠組みの変革を志向した挑戦的な研究や若手研究 
   者等の独立に係る支援の強化を図る。 
        ※ 平成29年度の助成見込額は対前年度50億円増の2,393億円 

 
  ◆戦略的創造研究推進事業（新技術シーズ創出）            49,162百万円 ( 46,667百万円) 
    トップダウンで定めた戦略目標・研究領域において、組織・分野の枠を超えた時限的な研究体制

を構築して、イノベーション指向の戦略的な基礎研究を推進。若手研究者の登竜門となっている 
   「さきがけ」を拡充するなど、戦略的な基礎研究の改革・強化に取り組む。 
 
  ◆先端研究基盤共用促進事業                   2,040百万円（  1,064百万円） 
    競争的研究費改革と連携し、研究組織のマネジメントと一体となった研究設備・機器の整備運営 
      の早期確立により、研究開発と共用の好循環を実現する新たな共用システムの導入を推進すると 
   ともに、産学官が共用可能な研究施設・設備等における施設間のネットワークを構築する共用 
   プラットフォームを形成することにより、世界最高水準の研究開発基盤の維持・高度化を図る。 
 
  ◆研究大学強化促進事業                       6,030百万円（  5,580百万円)   
    世界水準の優れた研究大学群を増強するため、世界トップレベルとなることが期待できる大学等

における、研究マネジメント人材の確保・活用と大学改革・集中的な研究環境改革の一体的な推進 
   を支援・促進し、我が国全体の研究力強化を図る。 
 
  ◆世界トップレベル研究拠点プログラム（WPI）          6,827百万円（  9,441百万円） 

   大学等への集中的な支援により、システム改革の導入等の自主的な取組を促し、優れた研究環境
と高い研究水準を誇る世界から「目に見える拠点」の構築を引き続き着実に推進。平成29年度から
は、更なる国際頭脳循環の加速や我が国全体の基礎研究力強化のため、新規拠点の構築を開始する
とともに、プログラム開始後10年間で蓄積された経験・ノウハウを全国の大学等へ横展開する仕組 

   みを新たに構築する。 
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事        項 前 年 度 
予 算 額 

平成29年度 
要求・要望額 

比 較 増 
△ 減 額 備    考 

百万円 百万円 百万円 

26,690 31,111 4,422 

４．科学技術イノベーション人材の育成・確保 

○概要： 科学技術イノベーションを担う多様な人材の育成や活躍促進を図るための取組を重点的に推進 
する。特に､「第４次産業革命に向けた人材育成総合イニシアチブ」を踏まえ、新たな研究領域に
挑戦するような優秀な若手研究者や、我が国が第４次産業革命を勝ち抜き、未来社会を創造する
人材やアントレプレナー（起業家）の育成・確保を図るとともに、特に意欲や突出した能力を 

    有する小中学生を対象とする新たな施策をはじめとする次代を担う人材の育成や、科学技術 
    イノベーションを担う女性の活躍促進などの取組を行う。 
 
  ◆卓越研究員事業                        2,574百万円（ 1,000百万円） 
    新たな研究領域に挑戦するような優秀な若手研究者に対し、安定かつ自立して研究を推進できる

ような環境を実現するとともに、全国の産学官の研究機関をフィールドとした新たなキャリアパス 
   を提示する。 
 
  ◆データ関連人材育成プログラム                  303百万円（  新    規  ） 
    企業等がコンソーシアムを形成し、研修プログラムを開発・実施することにより、ポストドク

ター等に対し、各々の専門性を有しながら、データサイエンス等のスキルを習得させ、産業界を 
   はじめとする社会の多様な場での活躍を促進する。 
     
  ◆次世代アントレプレナー育成プログラム（EDGE-NEXT）        700百万円（ 新  規 ） 
    EDGEプログラムの成果や知見を活用しつつ、人材育成プログラムへの受講生の拡大やロール 
   モデル創出の加速に向けたプログラムの発展に取り組むことで、起業活動率の向上、アントレ 
   プレナーシップの醸成を目指し、我が国のベンチャー創出力を強化する。 
 
  ◆スーパーサイエンスハイスクール（SSH）支援事業         2,219百万円（ 2,155百万円） 
    先進的な理数系教育を実施する高等学校等を「スーパーサイエンスハイスクール（SSH）」に指定

し、生徒の科学的能力や科学的思考力等を培い、将来の科学技術系人材の育成を支援する。 
 
  ◆Jr.ドクター育成塾                        210百万円（  新    規  ） 
    理数・情報分野で特に意欲や突出した能力を有する全国の小中学生を対象に、大学等が特別な 
   教育プログラムを提供することにより、その能力等の更なる伸長を図る。 
 
    ◆科学技術イノベーションを担う女性の活躍促進          2,139百万円（ 1,987百万円) 
    研究と出産・育児・介護等との両立や女性研究者の研究力向上等を通じたリーダー育成などの 
   研究環境のダイバーシティ実現に向けた取組や、女子中高生の理系分野への興味・関心を高め、 
   適切な進路選択を可能にするための取組などの支援を実施する。 
   ・ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ          1,088百万円（ 1,088百万円） 
   ・特別研究員（RPD※）事業                    991百万円（   869百万円） 
          ※ Restart Postdoctoral Fellowship（出産・育児による研究中断後の復帰支援） 
 

   ・女子中高生の理系進路選択支援                 60百万円（  30百万円）   
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事        項 前 年 度 
予 算 額 

平成29年度 
要求・要望額 

比 較 増 
△ 減 額 備    考 

百万円 百万円 百万円 

45,314 55,935 10,621 

５．最先端大型研究施設の整備・共用の促進 

○概要： 我が国が世界に誇る最先端の大型研究施設の整備・共用を進めることにより、産学官の研究開発  
ポテンシャルを最大限に発揮するための基盤を強化し、世界を先導する学術研究・産業利用成果の 

        創出等を通じて国際競争力の強化につなげる。 
 
  ◆ポスト「京」の開発                          6,700百万円( 6,700百万円) 

  我が国が直面する社会的・科学的課題の解決に貢献するため、2020年頃をターゲットとし、世界 
トップレベルのスーパーコンピュータと、課題解決に資するアプリケーションを協調的に開発 
（Co-design）し、世界を先導する成果の創出を目指す。 

  
    ◆最先端大型研究施設の整備・共用                     41,043百万円(37,906百万円)  
    大型放射光施設(SPring-8)、Ｘ線自由電子レーザー施設(SACLA)、大強度陽子加速器施設(J-PARC)、 
   スーパーコンピュータ「京」について、計画的な整備、安定した運転の確保による共用の促進、成果 
   創出等を図る。また、最先端研究拠点としての施設の高度化や研究環境の充実を図る。 

・大型放射光施設（SPring-8）の整備・共用                  10,210百万円( 9,599百万円)    
・Ｘ線自由電子レーザー施設（SACLA）の整備・共用              7,174百万円( 6,729百万円)   
 

  ※ SPring-8及びSACLAには、一体的に運用する利用促進交付金が双方に含まれる 
 

・大強度陽子加速器施設（J-PARC）の整備・共用              11,408百万円(10,441百万円) 
・ｽｰﾊﾟｰｺﾝﾋﾟｭｰﾀ「京」及び革新的ﾊｲﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ･ｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ・ｲﾝﾌﾗ（HPCI）の運営 

                                   13,630百万円 (12,516百万円) 

15,054 20,242 5,188 

６．科学技術イノベーションの戦略的国際展開 

○概要： 国際的な人材・研究ネットワークの強化、先端科学技術分野での戦略的な国際協力の推進、地球
規模課題の解決への貢献等に取り組み、科学技術の戦略的な国際展開を一層推進する。 

 
   ◆国際科学技術共同研究推進事業等                     7,119百万円(4,313百万円) 
    科学技術イノベーションを通じた国際的な協力を戦略的に推進すべく、「地球規模課題対応国際 
      科学技術協力プログラム（SATREPS）」を通じて、ODAとの連携による開発途上国との国際共同研究 
      をより一層推進し、地球規模課題の解決のための社会実装を加速する。また、先進諸国やASEANをは 
      じめとする新興国等との共同研究を戦略的に推進するとともに、アジア地域との科学技術分野での 
      若手人材の招へいと交流を推進する。 
    ◆頭脳循環を加速する戦略的国際研究ネットワーク推進事業       1,690百万円(1,608百万円)      
     我が国の高いポテンシャルを有する研究グループが特定の研究領域で国際研究ネットワークを戦略

的に形成することに重点を置き、海外のトップクラスの研究機関と研究者の派遣・受入れを行う大
学等研究機関を支援する。 

    
    ◆グローバルに活躍する若手研究者の育成                 7,258百万円(5,658百万円) 
    国際的な頭脳循環の進展を踏まえ、我が国において優秀な人材を育成・確保するため、若手研究 
   者に対する海外研鑽機会の提供、短期間の共同研究による海外挑戦の支援や諸外国の優秀な研究者の 
   招へいを実施する。      
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事        項 前 年 度 
予 算 額 

平成29年度 
要求・要望額 

比 較 増 
△ 減 額 備    考 

百万円 百万円 百万円 

○概要： 経済・社会的な課題への対応を図るため、様々なステークホルダーによる対話・協働により、科
学技術と社会との関係を「共創」を推進するための関係に深化させる取組を行う。また、客観的根
拠に基づき、実効性ある科学技術イノベーション政策を推進する。 

 
  ◆科学技術イノベーション政策における「政策のための科学」の推進    657百万円(  628百万円) 
    課題解決等に向けた政策を立案する「客観的根拠に基づく政策形成」の一層の深化に向け、具体的

な政策オプション立案を担う中核的拠点機能を充実するとともに、基盤的研究・人材育成拠点間の
連携を強化するなど、「政策のための科学」を推進する。 

 
    ◆戦略的創造研究推進事業（社会技術研究開発）              1,977百万円(1,707百万円) 
    自然科学に加え、人文・社会科学の知見を活用し、広く社会の関与者の参画を得た研究開発を実施

するとともに、フューチャー・アース構想を推進することにより、社会の具体的問題を解決する。  
     
  ◆科学技術コミュニケーション推進事業                     2,765百万円(2,590百万円)  
    多様な科学技術コミュニケーション活動を促進するため、日本科学未来館等のコミュニケーション

活動の場の運営･提供、科学技術コミュニケーターの養成･活動支援、科学技術コミュニケーション
に係る調査・研究開発等を実施する。 

7,116 

７．社会とともに創り進める科学技術イノベーション政策の推進 

1,237 8,352 
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事        項 前 年 度 
予 算 額 

平成29年度 
要求・要望額 

比 較 増 
△ 減 額 備    考 

百万円 百万円 百万円 

８．ライフサイエンスによるイノベーション創出 

○概要： 健康・医療戦略（平成26年7月22日閣議決定）等に基づき、iPS細胞研究等による世界最先端の医
療の実現や、疾患の克服に向けた取組を強力に推進するとともに、臨床研究・治験への取組等を強
化することにより、ライフサイエンスによるイノベーション創出を推進する。特に、日本医療研究
開発機構（AMED）における基礎から実用化までの一貫した研究開発を関係府省と連携し強力に推進
する。 
 

 日本医療研究開発機構に係る経費 総額720億円（前年度599億円、121億円増） 
                                      （復興特別会計16億円を含む。） 
 
  ◆再生医療実現拠点ネットワークプログラム                  8,993百万円(8,993百万円) 
    京都大学iPS細胞研究所を中核拠点として臨床応用を見据えた安全性・標準化に関する研究や再生

医療用iPS細胞ストックの構築を行うとともに、疾患・組織別に再生医療の実現を目指す拠点を整備 
し、拠点間の連携体制を構築しながらiPS細胞等を用いた再生医療・創薬をいち早く推進する。 
 

  ◆橋渡し研究戦略的推進プログラム                             6,900百万円(6,004百万円) 
    これまでに整備されてきた革新的医療技術創出拠点の基盤を活用しつつ、拠点について他機関の研究 
      課題の積極的支援や産学連携を強化し、大学等発の有望なシーズを育成することで、アカデミア等に 
      おける革新的な基礎研究の成果を臨床研究・実用化へ効率的に橋渡しができる体制を我が国全体で 
      構築し、革新的な医薬品・医療機器等をより多く持続的に創出することを目指す。 
 
  ◆脳科学研究戦略推進ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ・脳機能ﾈｯﾄﾜｰｸの全容解明ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ     6,803百万円(5,837百万円)  
    認知症やうつ病等の精神・神経疾患等の発症に関わる脳神経回路の機能解明に向けた研究開発及び 
      基盤整備を強力に進めるとともに、国際連携も視野に入れて革新的診断・予防・治療法の確立と疾患 
   の克服に貢献する。臨床と基礎研究の連携強化による精神・神経疾患の克服に向けた取組や、行動 
      選択・環境適応を支える脳機能原理の解明に向けた取組を推進する。 
   
  ◆老化メカニズムの解明・制御プロジェクト                    2,817百万円( 新  規 ) 
    老化遅延による健康寿命の延長を目的として、老化そのものを加齢関連疾患の基盤ととらえ、老化

メカニズムの解明・制御を目指す基礎研究を体系的に実施するとともに、疾患への応用・人材育成
等を包括的に推進する。  

 
    ◆感染症研究革新イニシアティブ                         1,720百万円( 新  規 ) 
      感染症の革新的な医薬品の創出を図るため、大学等の多様な領域の研究者が分野横断的に連携し、 
     病原性の高い病原体等に関する人材育成や創薬シーズの標的探索研究等を行う。 
       
 
  ＜参考：復興特別会計＞ 
 ◇東北メディカル・メガバンク計画               1,593百万円※ （ 1,218百万円※）  
   宮城県及び岩手県の被災者を対象に、健康調査を実施し、調査結果の回付等を通じて、住民の健康 
   向上と自治体の健康管理に貢献する。 
  ※ このほか、広く国民の健康向上に裨益する基盤整備や解析研究に係る経費について、一般会計に1,882百万円（前年度：1,432百万円） 

          を計上。 

82,607 97,245 14,637 
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事        項 前 年 度 
予 算 額 

平成29年度 
要求・要望額 

比 較 増 
△ 減 額 備    考 

百万円 百万円 百万円 

37,727 43,406 5,679 

９．クリーンで経済的なエネルギーシステムの実現 

○概要：  我が国が抱えるエネルギー問題や、国際社会が直面する地球環境問題を克服し、クリーンで経済 
    的なエネルギーシステムの実現のための研究開発を推進する。 
 
  ◆未来社会創造事業（ﾊｲﾘｽｸ･ﾊｲｲﾝﾊﾟｸﾄな研究開発の推進（異次元ｴﾈﾙｷﾞｰ技術創出）） 
                                              1,205百万円(  新    規  ) 
     「エネルギー・環境イノベーション戦略」 （平成28年4月19日総合科学技術・イノベーション 
   会議決定）等を踏まえ、2050年の抜本的な温室効果ガス削減というゴールからバックキャストした 
   明確なターゲットをトップダウンで設定すること等を通じて、従来技術の延長線上にない異次元の 
   革新的エネルギー技術の研究開発を強力に推進する。 
        ※ 先端的低炭素化技術開発（ＡＬＣＡ）事業の仕組みを発展させ、新規採択分を未来社会創造事業（ﾊｲﾘｽｸ･ﾊｲｲﾝﾊﾟｸﾄな研究開発の  

                      推進）の一部として実施。 

 
  ◆戦略的創造研究推進事業（先端的低炭素化技術開発(ＡＬＣＡ)）     5,116百万円( 5,251百万円) 
     低炭素社会の実現に貢献する革新的な技術シーズ及び実用化技術の研究開発や、リチウムイオン

蓄電池に代わる革新的な次世代蓄電池やバイオマスから化成品等を製造するホワイトバイオテクノ 
   ロジー等の世界に先駆けた革新的低炭素化技術の研究開発を推進する。 
 
  ◆省エネルギー社会の実現に資する次世代半導体研究開発        1,885百万円( 1,000百万円) 
     徹底した省エネルギーの推進のため、電力消費の大幅な効率化を可能とする窒化ガリウム（GaN）

等を活用した次世代パワーエレクトロニクスデバイス、レーザーデバイス、無線給電・通信 
   デバイスや、デバイスを動作させるための回路システムの実現に向け、理論・シミュレーションも

活用した材料創製からデバイス化・システム応用までの次世代半導体に係る研究開発を一体的に 
   加速するための研究開発拠点を構築する。 
     

 ◆ＩＴＥＲ（国際熱核融合実験炉）計画等の実施              26,188百万円(23,263百万円) 
     エネルギー問題と環境問題を根本的に解決するものと期待される核融合エネルギーの実現に向け、

国際約束に基づき、核融合実験炉の建設・運転を通じて科学的・技術的実現可能性を実証する 
   ＩＴＥＲ計画及び発電実証に向けた先進的研究開発を国内で行う幅広いアプローチ（BA）活動等を

計画的かつ着実に実施するとともに、核融合科学研究所における大型ヘリカル装置（LHD） 
   計画（ 5,351百万円（国立大学法人運営費交付金等に別途計上））を進める。 
 
   ◆気候変動適応戦略イニシアチブ                3,021百万円( 1,517百万円) 
    国内外における気候変動適応・緩和策の立案・推進や気候変動に関する政府間パネル（IPCC）等

への国際貢献のため、地球観測・予測情報等のビッグデータを活用した気候変動等の社会課題の 
      解決を支援する社会基盤（データ統合・解析システム（DIAS））の構築・安定的運用、全ての気候

変動対策の基盤となる気候モデルの高度化や我が国周辺の極端気象現象に関する高精度な確率的 
   予測等に係る研究開発、地域における気候変動適応策の立案・推進に資する研究開発を一体的に 
   推進する。  

    ※ 「気候変動リスク情報創生プログラム」を改組し、「気候変動適応戦略イニシアチブ」に統合 
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事        項 前 年 度 
予 算 額 

平成29年度 
要求・要望額 

比 較 増 
△ 減 額 備    考 

百万円 百万円 百万円 

１０．自然災害に対する強靱な社会に向けた研究開発の推進 

10,974 13,558 2,584 

○概要： 防災ビッグデータの収集・整備・解析を推進し、官民一体となった総合防災力向上を図る。 
    また、熊本地震を踏まえた活断層調査の加速化・評価手法の改良等の地震・津波による被害軽減の 
        ための調査観測研究、地震・津波発生メカニズムの解明等の調査研究、火山災害の軽減に貢献する 
        ための先端的な火山研究の推進及びそれを担う人材の育成・確保の推進、防災科学技術の研究開発 
        等を実施することで、自然災害に対する強靱な社会に向けた研究開発の推進を図る。 
 
  ◆データプラットフォーム拠点形成事業（防災分野） 
   ～首都圏を中心としたレジリエンス総合力向上プロジェクト～         734百万円（ 新  規 ） 
    理研AIPセンターと連携し、官民連携超高密度地震観測システムの構築、IoT/ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ解析による 
   都市機能維持の観点からの精緻な即時被害把握等の実現を目指す。また、これらを活用し、官民一体 
   の総合的な災害対応や事業継続、個人の防災行動等に資する適切な提供情報の在り方の確立を目指す。 
 
  ◆地震･津波等の調査研究の推進                        3,621百万円（3,283百万円） 
    熊本地震を踏まえた活断層調査の加速化・評価手法の改良をはじめ、地震調査研究推進本部による 
      地震の将来予測(長期評価)に資する調査観測研究等を実施する。また、南海トラフ沿い及び日本海溝 
      沿いに整備したリアルタイム海底地震・津波観測網を運用するとともに、安定性の確保に向けた取組 
      を図る。加えて、切迫性が高く甚大な被害を及ぼし得る南海トラフ地震、調査未了域である日本海側 
      の地震等に関する調査研究を重点的に推進する。 
 
    ・地震調査研究推進本部関連事業                          1,385百万円（1,042百万円) 
    ・海底地震・津波観測網の運用                                  1,429百万円（1,061百万円) 
    ・地震防災研究戦略プロジェクト                                  808百万円（1,180百万円) 
        
    ◆次世代火山研究・人材育成総合プロジェクト               670百万円（  670百万円） 
    他分野との連携・融合を図り、防災・減災に資する「観測・予測・対策」の一体的な研究を推進 
   するとともに、広範な知識と高度な技能を有する火山研究者の育成・確保を図る。 
        
  ◆基礎的・基盤的な防災科学技術の研究開発の推進                 8,533百万円（7,021百万円） 
    地震・津波・火山等の観測・予測技術の基盤的研究開発、実大三次元震動破壊実験施設(Ｅ－ディ 
   フェンス)を活用した耐震技術の研究開発、災害リスク軽減情報の創出・利活用手法の開発等を推進 
   する。特に、首都圏において、突発的・局地的に発生し、被害をもたらす雷・降積雪・降雹について、 
      高精度な予測技術の確立に向けた研究開発を重点的に実施する。 
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事        項 前 年 度 
予 算 額 

平成29年度 
要求・要望額 

比 較 増 
△ 減 額 備    考 

百万円 百万円 百万円 

337,811 401,859 64,047 

（１）宇宙・航空 

１１．人類のフロンティアの開拓及び国家安全保障・基幹技術の強化 

154,670 173,765 19,095 

○概要： 宇宙基本計画（平成28年４月１日閣議決定）を踏まえ、H3ロケット、イプシロンロケット、次期 
        技術試験衛星や先進レーダ衛星等による広義の安全保障・防災や産業振興等に繋がる技術開発に 
        積極的に取り組む。また、我が国が世界的にリードしている宇宙科学・宇宙探査等の科学技術の 
        振興に貢献するフロンティアの開拓に積極的に取り組むとともに、安全性、環境適合性、経済性と 
        いった重要なニーズに対応する次世代航空機技術の獲得に関する研究開発を推進する。 
 
  ◆安全保障・防災／産業振興への貢献                    74,422百万円（59,168百万円） 
    広義の安全保障及び我が国が自立的に宇宙活動を行う能力を維持・発展させるための取組を実施。 
   また、先端技術開発により宇宙を利用したサービスに繋がる広い裾野を有する宇宙産業の振興に貢献し、 
      宇宙利用の拡大を図る。 
    ・H3ロケット                            25,783百万円（13,522百万円） 
    ・イプシロンロケット高度化                   1,330百万円（   359百万円） 
    ・次期技術試験衛星                          1,198百万円（  463百万円） 
    ・先進レーダ衛星                       1,374百万円（  100百万円） 
    ・宇宙状況把握（SSA）システム                    1,876百万円（ 1,006百万円） 
 
    ◆宇宙科学等のフロンティアの開拓                    55,240百万円（54,873百万円) 
    宇宙分野におけるフロンティアの開拓は、人類の知的資産の蓄積、活動領域の拡大等の可能性を 
   秘めており、宇宙先進国としての我が国のプレゼンスの維持・拡大のための取組を実施。 
    ・X線天文衛星代替機                         3,900百万円（ 新  規 ） 
    ・小型月着陸実証機（SLIM）                      6,000百万円（ 2,297百万円）     
    ・新型宇宙ステーション補給機（HTV-X）                3,694百万円（ 1,958百万円） 
 
   ◆次世代航空科学技術の研究開発                      3,760百万円（ 3,340百万円) 
    航空機産業における世界シェア20％を産学官の密接な連携により目指すため、騒音の低減や燃費の 
      改善等に貢献する研究開発に取り組み、安全性、環境適合性、経済性といった重要なニーズに対応する 
      次世代航空機技術の獲得を図る。 
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事        項 前 年 度 
予 算 額 

平成29年度 
要求・要望額 

比 較 増 
△ 減 額 備    考 

百万円 百万円 百万円 

38,353 43,706 5,352 

○概要： 海洋科学技術は地球環境問題や災害への対応、資源開発といった我が国が直面する課題と密接な 
        関連があることを踏まえ、関係省庁や研究機関、産業界と連携を図りながら、海洋・地球科学技術

分野の調査観測及び研究開発を推進する。 
 
 
  ◆国土強靱化に向けた海底広域変動観測                    14,016百万円(11,423百万円) 

 地球深部探査船「ちきゅう」や海底広域研究船「かいめい」等を活用し、海底地殻変動を連続かつ 
リアルタイムに観測するシステムを開発・整備するとともに、海底震源断層の広域かつ高精度な調査 
を実施する。さらに、新たな調査・観測結果を取り入れ、地殻変動・津波シミュレーションの高精度 
化を行う。 
 

  ◆統合的海洋観測網の構築                         4,371百万円( 2,893百万円) 
 漂流フロートによる全球的な観測、係留ブイによる重点海域の観測、船舶による詳細な観測等を 
組み合わせ、統合的な海洋の観測網を構築するとともに、得られた海洋観測ビッグデータを基に、 
新たな価値を創造するための基盤となる統合データセットを構築・発信する。 

 
  ◆北極域研究の戦略的推進                         1,423百万円(   923百万円) 

 地球温暖化の影響が最も顕著に出現している北極を巡る諸課題に対し、我が国の強みである科学 
技術を活かして貢献するため、国際共同研究の推進等に取り組む。また、北極海の海氷下観測に係る 
技術開発を推進するとともに、新たな研究船の検討に向けた概念設計を行う。 

 
  ◆南極地域観測事業                         4,937百万円( 6,408百万円) 

 地球環境変動の解明に向け、地球の諸現象に関する多様な研究・観測を推進する。また、南極観測 
船｢しらせ｣による南極地域（昭和基地）への観測隊員・物資等の輸送を実施するとともに、そのため 
に必要な「しらせ」及び南極輸送支援ヘリコプターの保守・整備等を実施する。 

 
  ＜参考：復興特別会計＞   
  ◇東北マリンサイエンス拠点形成事業                     732百万円(   722百万円) 
    大槌町、女川町の拠点を中心として、関係自治体・漁協と連携し、震災により激変した東北沖の 
      漁場を含む海洋生態系を明らかにするなど、被災地の水産業の復興のための調査研究を実施する。 

（２）海洋・極域 
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事        項 前 年 度 
予 算 額 

平成29年度 
要求・要望額 

比 較 増 
△ 減 額 備    考 

百万円 百万円 百万円 

144,788 184,388 39,600 （３）原子力 

○概要： 東京電力福島第一原子力発電所の安全な廃止措置等に求められる研究開発基盤の強化のため、
国内外の英知を結集し、先端的技術研究開発及び人材育成を加速する。 

     また、原子力が抱える課題に正面から向き合い、原子力の再生を図るため、エネルギー基本計
画等に基づき、原子力の安全研究、原子力基盤技術や人材の維持・発展、高速炉や加速器を用い
た放射性廃棄物の減容化・有害度低減のための研究開発、高温ガス炉の研究開発等を着実に進め
るとともに、原子力施設の安全確保対策を行う。また、被災者の迅速な救済に向けた原子力損害
賠償の円滑化等の取組を実施する。 

 
  ◆「東京電力(株)福島第一原子力発電所の廃止措置等研究開発の加速プラン」の実現  
                                      5,294百万円( 4,143百万円)                                                                  

 安全かつ確実な廃止措置等の実施に求められる研究開発基盤の強化のため、日本原子力研究開発
機構 廃炉国際共同研究センターの「国際共同研究棟」（平成29年３月竣工予定）の施設・設備の
整備や、廃炉の加速に向けた研究開発、人材育成等の取組を推進する。 
 

  ◆原子力の安全性向上に向けた研究                      2,291百万円( 2,056百万円) 
 軽水炉を含めた原子力施設の安全性向上に必須な、シビアアクシデント回避のための安全評価用
のデータの取得や安全評価手法の整備、材料照射試験等を着実に実施する。 

         
  ◆原子力の基礎基盤研究とそれを支える人材育成               5,280百万円( 4,813百万円) 

 固有の安全性を有し、水素製造を含めた多様な産業利用が見込まれる高温ガス炉に係る研究開発
を推進するとともに、新たな原子力利用技術の創出に貢献する基礎基盤研究を着実に実施する。ま
た、大学や産業界との連携を通じた次代の原子力を担う人材の育成を着実に推進する。 
・高温ガス炉に係る研究開発                     1,370百万円( 1,273百万円) 

 
  ◆核燃料サイクル及び高レベル放射性廃棄物処理処分の研究開発      42,634百万円(39,472百万円) 

 「もんじゅ」については、保全体制を確立した上で計画的な点検・検査を着実に実施し、施設を
安全に維持管理するために必要な取組を実施する。また、エネルギー基本計画（平成26年4月11日
閣議決定）や日本再興戦略2016（平成28年6月2日閣議決定）等に従い、高レベル放射性廃棄物の 
大幅な減容や有害度の低減に資する研究開発等を推進する。 
・安全確保を最優先とした高速増殖炉「もんじゅ」への取組        19,941百万円(18,497百万円)  
・高レベル廃液ガラス固化処理等再処理技術開発の着実な推進に向けた取組  

  5,374百万円( 4,174百万円) 
 
  ◆原子力施設に関する新規制基準への対応等、施設の安全確保対策    33,969百万円( 8,641百万円) 

 原子力規制委員会からの指示・勧告等を踏まえ、新規制基準への対応を行うとともに、原子力施設 
の老朽化対策等着実な安全確保対策を行う。 
 

＜参考：復興特別会計＞ 
  ◇東京電力福島第一原子力発電所事故への対応(除染に関する研究開発)  3,267百万円(3,588百万円) 
    東京電力福島第一原子力発電所事故により放射性物質で汚染された環境の回復に向けて、効果的 
   な除染技術の開発や放射性物質の環境動態予測・移行抑制技術の開発等を実施する。 

 
  ◇原子力損害賠償の円滑化                                      4,621百万円( 4,734百万円) 

 被害者を迅速に救済するため､「原子力損害賠償紛争解決センター」による和解の仲介等、迅速･公平 
かつ適切な原子力損害賠償の円滑化を図る。 

※要求・要望額には、エネルギー対策特別会計への繰入額(1,392億円(対前年度314億円増))を含む 
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Ⅳ．平成 29 年度文部科学省「新しい日本のための優先課題推進枠」  
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平成 29 年度文部科学省「新しい日本のための優先課題推進枠」 

 （科学技術関係） 要望額：2,462 億円 

 

○未来社会に向けた先端基盤技術の強化 188 億円 

○科学技術イノベーション・システムの構築 142 億円 

○基礎研究力強化と世界最高水準の研究拠点の形成 664 億円 

○科学技術イノベーション人材の育成・確保 74 億円 

○最先端大型研究施設の整備・共用の促進 103 億円 

○科学技術イノベーションの戦略的国際展開 68 億円 

○社会とともに創り進める科学技術イノベーション政策の推進 17 億円 

○ライフサイエンスによるイノベーション創出 221 億円 

○クリーンで経済的なエネルギーシステムの実現 60 億円 

○自然災害に対する強靱な社会に向けた研究開発の推進 32 億円 

○人類のフロンティアの開拓及び国家安全保障・基幹技術の強化 891 億円 

宇宙科学等のフロンティアの開拓、海洋調査研究等の戦略的推進、 

東京電力(株)福島第一原子力発電所の廃止措置等研究開発の加速プラン 等 
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Ⅴ．東日本大震災復興特別会計分  
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平 成 29 年 度 文 部 科 学 省 科 学 技 術 関 係 概 算 要 求
【東日本大震災復興特別会計分】

大学・研究所等を活用した地域の再生 23億円

○東北マリンサイエンス拠点形成事業 7億円

・大槌町、女川町の拠点を中心として、関係自治体・漁協と連携・協力し、震災により激

変した東北沖の漁場を含む海洋生態系を明らかにするなど、被災地の水産業の復興のた

めの調査研究を実施

○東北メディカル・メガバンク計画 16億円

・宮城県及び岩手県の被災者を対象に、健康調査を実施し、調査結果の回付等を通じて、

住民の健康向上と自治体の健康管理に貢献

原発対応関係 80億円

○放射線安全研究の強化((国研)量子科学技術研究開発機構) 0.8億円

・東京電力福島第一原子力発電所事故により生じた放射線による健康影響評価を行うた

めの研究の推進

○東京電力福島第一原子力発電所事故への対応(除染に関する研究開発) 33億円
((国研)日本原子力研究開発機構及び(国研)量子科学技術研究開発機構)

・住民の被ばく線量を低減し、住民の一日も早い帰還を目指すため、東京電力福島第一

原子力発電所事故により放射性物質で汚染された環境の回復に向けた放射線測定に関

する技術開発や、放射性物質の環境動態等に関する研究等を推進

○原子力損害賠償の円滑化 46億円

・被害者を迅速に救済するため、｢原子力損害賠償紛争解決センター｣の

和解の仲介等、迅速・公平かつ適切な原子力損害賠償の円滑化を図る

科学技術関係合計 １０３億円
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Ⅵ．補足説明資料  
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1．未来社会に向けた先端基盤技術の強化  
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会
な

ど
の

幅
広

い
“
出
口
”
に
向

け
た

応
用

研
究

を
推

進
。

平
成
２
９
年
度
要
求
・
要
望
額

：
7
7
,
7
8
7
百
万
円

（
平
成
２
８
年
度
予
算
額

：
6
0
,
6
6
5
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

研
究

拠
点

の
構

築

○
光

・
量

子
科

学
研

究
拠

点
形

成
に

向
け

た
基

盤
技

術
開

発
1,

29
4百

万
円

（
平

成
２

８
年

度
予

算
額

：
1,

43
1百

万
円

）

光
・
量

子
ビ

ー
ム

技
術

の
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
と

他
分

野
の

ニ
ー

ズ
と

を
結

合
さ

せ
、

産
学

官
の

多
様

な
研

究
者

が
連

携
・
融

合
を

進
め

る
た

め
の

研
究

・
人

材
育

成
拠

点
を

形
成

し
、

新
た

な
基

盤
技

術
開

発
と

利
用

研
究

を
推

進
。

併
せ

て
、

高
性

能
化

、
小

型
化

・
低

コ
ス

ト
化

等
が

求
め

ら
れ

る
将

来
の

加
速

器
技

術
に

共
通

の
要

素
技

術
開

発
を

実
施

。
各
研
究
機
関

等
と
連
携

9
,
64

1百
万

円
（

平
成

２
８

年
度

予
算

額
：

5,
44

8百
万

円
）
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○
人
工
知
能

に
5
0
年

来
の

大
き

な
技

術
的

ブ
レ

ー
ク

ス
ル

ー
（
自

ら
特

徴
を

捉
え

進
化

す
る

人
工

知
能

が
視

野
）

○
各

分
野

で
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
集
積

、
セ
ン
サ
ー
の
量
的
・
質
的
拡
大

（
Io

T
:
In

te
rn

e
t

o
f
T
h
in

gs
）

○
一

方
、
高
度
化
す
る
脅
威
に
対
す
る
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保

（
ま

す
ま

す
巧

妙
化

）

A
IP

: 
A
d
va

n
c
e
d
 I
n
te

g
ra

te
d
 I
n
te

lli
g
e
n
c
e
 P

la
tf
o
rm

 P
ro

je
c
t

人
工

知
能

/
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
/
Io

T
/
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
統

合
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

「
未

来
投

資
に

向
け

た
官

民
対

話
」
（
平

成
2
8
年

４
月

1
2
日

）
に

お
け

る
総

理
指

示
（
※

）
を

受
け

、

政
府

全
体

の
司

令
塔

で
あ

る
「
第

４
次

産
業

革
命

官
民

会
議

」
の

下
に

位
置

付
け

ら
れ

た
「
人

工
知

能
技

術
戦

略
会

議
」
を

通
じ

て
、

総
務

省
・
文

科
省

・
経

産
省

の
３

省
が

連
携

し
て

人
工

知
能

技
術

の
研

究
開

発
・
社

会
実

装
に

向
け

た
取

組
を

推
進

。

（
※

）
「
人

工
知

能
の

研
究

開
発

目
標

と
産

業
化

の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

、
本

年
度

中
に

策
定

し
ま

す
。

そ
の

た
め

、
産

学
官

の
叡

智
を

集
め

、
縦

割
り

を
排

し
た

『
人

工
知

能
技

術
戦

略
会

議
』

を
創

設
し

ま
す

。
」

【 国 際 的 な 動 向 】

平
成
２
９
年
度
要
求
・
要
望
額

：
9
,
6
4
1
百
万
円

（
平
成
２
８
年
度
予
算
額

：
5
,
4
4
8
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む

平
成

２
９
年
度
要
求
・
要
望
額

：
5
,
0
0
0
百
万
円

革
新
知
能
統
合
研
究
セ
ン
タ
ー

（
理
化
学
研
究
所
）
【
拠
点
】

戦
略

的
創

造
研

究
推

進
事

業
（
一

部
）

（
科

学
技

術
振

興
機

構
）

【
フ

ァ
ン

デ
ィ

ン
グ

】

平
成
２
９
年
度
要
求
・
要
望
額

：
4,
64
1百

万
円

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額

デ
ー

タ
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム

拠
点

形
成

事
業

特
定

国
立

研
究

開
発

法
人

を

は
じ

め
と

し
た

国
立

研
究

開
発

法
人

に
お

い
て

、
我

が
国

が
強

み
を

活
か

せ
る

ナ
ノ

テ
ク

・
材

料
、

ラ
イ

フ
サ

イ
エ

ン
ス

、
防

災
分

野

で
、

膨
大

・
高

品
質

な
研

究

デ
ー

タ
を

利
活

用
し

や
す

い
形

で
集

積
。

産
学

官
で

共
有

・
解

析
す

る
こ

と

で
、

新
た

な
価

値
の

創
出

に
つ

な
げ

る
デ

ー
タ

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー

ム
拠

点
を

形
成

。

平
成

２
９
年
度
要
求
・
要
望
額

：
5
,
7
3
4
百
万
円
（
新
規
）

各
研
究

機
関
等

と
連
携

一
体
的

に
実
施

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
革
新
的
人
工
知
能
基
盤
技
術
を
構
築

。

革
新

的
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
に

よ
り

現
在

の
人

工
知

能
技

術
が

適
用

で
き

な
い

高
度

に
複

雑
・
不

完
全

な
デ

ー
タ

に
も

対
応

し
、

幅
広

い
分

野
に

適
用

可
能

な
統

合
的

な
基

盤
技

術
を

実
現

。

総
務
省
・
経
済
産
業
省
等
、
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
拠
点
、
C
O
I拠

点
等
と
の
連
携

に
よ

り
、

サ
イ

エ
ン

ス
や

実
社

会
な

ど
の
幅
広
い

“
出
口
”
に
向
け
た
応
用
研
究

を
推

進
。

経
産

省
総

務
省

３
省

連
携

人
工

知
能

や
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
等

の
分

野
に

お
け

る
独

創
的

な
若

手
研

究
者

や
、

新
た

な
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
切

り
開

く
挑

戦
的

な
研

究
課

題
の

支
援

を
実

施
。

関
連

す
る

領
域

で
「
A
I
P
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ラ
ボ
」

を
構

築
。

一
体

的
な

運
営

体
制

に
よ

り
、

課
題

選
考

か
ら

研
究

推
進

ま
で

の
幅

広
い

フ
ェ

ー
ズ

で
の

研
究

領
域

間
連

携
を

促
進

。

情
報

と
未

来
（
後

藤
総

括
）

新
し

い
社

会
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ン
に

向
け

た
情

報
基

盤
技

術
の

創
出

（
黒

橋
総

括
）

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

発
に

資
す

る
人

工
知

能
基

盤
技

術
の

創
出

と
統

合
化

（
栄

藤
総

括
）

社
会

情
報

基
盤

（
安

浦
総

括
）

知
的

情
報

処
理

（
萩

田
総

括
）

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

基
盤

（
喜

連
川

総
括

）
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
基

盤
（
喜

連
川

総
括

）

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

応
用

（
田

中
総

括
）

J
S
T
A
IP
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ラ
ボ

（
ラ

ボ
長

：
有

川
節

夫
）

A
C

T-
I
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デ
ー

タ
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
拠

点
形

成
事

業
平
成
２
９
年
度
要
求
・
要
望
額

：
5
,
7
3
4
百
万
円
（
新
規
）

○
各

研
究

分
野

に
お

い
て

、
我

が
国

発
の

質
の

高
い

大
量

の
研

究
デ

ー
タ

が
日

々
産

生
さ

れ
、

蓄
積

。
こ

れ
ら

急
速

に
増

加
す

る
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
が

有
す

る
価

値
を

十
分

に
利

活
用

す
る

た
め

に
、

Ａ
Ｉ等

の
手

法
に

よ
る

デ
ー

タ
主

導
型

研
究

の
重

要
性

が
指

摘
さ

れ
て

い
る

。

○
こ

の
た

め
、

特
定

国
立

研
究

開
発

法
人

を
は

じ
め

と
し

た
国

立
研

究
開

発
法

人
に

お
い

て
、

我
が

国
が

強
み

を
活

か
せ

る
ナ

ノ
テ

ク
・
材

料
、

ラ
イ

フ
サ

イ
エ

ン
ス

、
防

災
分

野
で

、
膨

大
・高

品
質

な
研

究
デ

ー
タ

を
利

活
用

し
や

す
い

形
で

集
積

し
、

産
学

官
で

共
有

・解
析

す
る

こ
と

で
、

新
た

な
価

値
の

創
出

に
つ

な
げ

る
デ

ー
タ

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

拠
点

を
構

築
。

○
当

該
拠

点
に

お
い

て
、

研
究

デ
ー

タ
を

利
活

用
す

る
た

め
の

シ
ス

テ
ム

及
び

デ
ー

タ
を

解
析

す
る

た
め

の
体

制
を

整
備

す
る

こ
と

に
よ

り
、

我
が

国
の

デ
ー

タ
主

導
型

研
究

を
飛

躍
的

に
発

展
さ

せ
、

基
礎

か
ら

実
用

化
研

究
ま

で
の

新
た

な
価

値
の

創
造

を
図

る
。

（
参

考
１

）
日

本
再

興
戦

略
2
0
1
6
：

「
ナ

ノ
テ

ク
・
材

料
、

地
球

環
境

分
野

な
ど

我
が

国
が

強
み

を
い

か
せ

る
分

野
に

お
い

て
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
等

の
戦

略
的

な
共

有
・
利

活
用

を
可

能
に

す
る

た
め

の
国

際
研

究
拠

点
を

形
成

」

（
参

考
２

）
特

定
国

立
研

究
開

発
法

人
の

役
割

：
「我

が
国

の
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

シ
ス

テ
ム

を
強

力
に

牽
引

す
る

中
核

機
関

」「
大

学
と

民
間

企
業

等
の

橋
渡

し
役

と
し

て
、

オ
ー

プ
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

実
践

」
（「

特
定

国
立

研
究

開
発

法
人

に
よ

る
研

究
開

発
等

を
促

進
す

る
た

め
の

基
本

的
な

方
針

」
よ

り
）

（
参

考
３

）
デ

ー
タ

利
活

用
が

求
め

ら
れ

る
分

野
と

、
こ

れ
に

よ
る

社
会

へ
の

貢
献

の
例

・
ナ

ノ
テ

ク
・
材

料
分

野
→

 新
材

料
開

発
・
ラ

イ
フ

サ
イ

エ
ン

ス
分

野
→

 健
康

予
測

・
生

命
シ

ス
テ

ム
の

理
解

・
防

災
分

野
→

地
震

被
害

把
握

・
災

害
対

応

事
業

概
要

国
立

研
究

開
発

法
人

＜
デ

ー
タ

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

拠
点

＞

・
質

の
高

い
研

究
デ

ー
タ

を
蓄

積
。

・
デ

ー
タ

を
利

活
用

し
や

す
い

形
で

整
理

し
た

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
構

築

・
関

係
機

関
と

も
連

携
し

な
が

ら
、

Ａ
Ｉの

手
法

等
を

用
い

た
デ

ー
タ

解
析

シ
ス

テ
ム

を
整

備
・
デ

ー
タ

等
を

産
学

官
で

共
有

・
解

析
し

、
デ

ー
タ

主
導

型
研

究
を

進
展

文
部

科
学

省
ガ

バ
ニ

ン
グ

ボ
ー

ド
を

設
置

し
全

体
計

画
の

調
整

、
進

捗
状

況
の

確
認

等
を

実
施

産
業

界
大

学
等

デ
ー

タ
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
拠

点
を

中
核

と
し

た
オ

ー
プ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・
デ

ー
タ

の
共

有
・
共

同
の

産
業

化
開

発
等

・
デ

ー
タ

の
共

有
・
共

同
の

基
礎

研
究

等

基
礎

か
ら

実
用

化
ま

で
の

デ
ー

タ
主

導
型

研
究

を
加

速
し

、
新

た
な

価
値

を
創

造

・
Ａ

Ｉ関
連

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
他

府
省

の
取

組
等

連
携
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革
新
的
材
料
開
発
力
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
～

M
3 （

M
-c

ub
e）
プ
ロ
グ
ラ
ム
～

我
が
国
が
伝
統
的
に
強
み
を
有
し
、
「
超
ス
マ
ー
ト
社
会
」
実
現
の
基
盤
技
術
で
あ
る
ナ
ノ
テ
ク
・
材
料
分
野
に
お
い
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を
強

力
に
推
進
す
る
た
め
、
そ
の
中
核
で
あ
り
、
特
定
国
立
研
究
開
発
法
人
と
な
る
「
物
質
・
材
料
研
究
機
構
(N
IM
S
)」
に
、
基
礎
研
究
と
産
業
界
の
民
間

ニ
ー
ズ
の
融
合
に
よ
る
未
来
を
見
据
え
た
非
連
続
な
革
新
的
材
料
創
出
の
場
や
、
世
界
の
研
究
機
関
や
企
業
の
研
究
者
が
集
う
グ
ロ
ー
バ
ル
拠
点
、
全
国

の
物
質
・
材
料
開
発
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
/最
先
端
計
測
・
デ
ー
タ
基
盤
整
備
に
よ
る
知
見
の
集
約
・
提
供
・
提
案
を
行
う
機
能
を
構
築
す
る
。

産
業
界
、
研
究
機
関
に
よ
る
【
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
】
の
推
進

各
民
間
企
業
の
持
つ
「
基
礎
研
究
所
」
の
一
部
機
能
を
N
IM
S
に
誘
致
し
、
N
IM
S
を
中

核
と
し
た
産
業
界
と
大
学
等
を
結
ぶ
業
界
別
の
O
p
e
n
P
la
tf
o
rm
を
形
成

世
界
中
の
人
・
モ
ノ
・
資
金
が
集
ま
る
【
国
際
研
究
拠
点
】
の
構
築

民
間
資
金
の
呼
び
込
み

特
定
研
発
の
強
み
の
活
用

我
が
国

産
業
競
争
力

の
確
保

N
IM
S
に
お
い
て
、
国
内
外
か
ら
優
れ
た
若
手
研
究
者
を
招
聘
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
、
そ
の
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
で
呼
び
水
と
し
、
世
界
中
の
連
携
機
関
か
ら
[人
]・

[モ
ノ
]
・
[資
金
]が
N
IM
S
に
集
ま
る
グ
ロ
ー
バ
ル
拠
点
を
構
築

[人
・
モ
ノ
・
資
金

]

Al
lJ

ap
an
の

材
料
開
発
力

を
強
化

①
優
秀
な
国
際
人
材
を
確
保
、
育
成

②
機
関
間
連
携
の
構
築
・
強
化

（
人
材
交
流
、
モ
ノ
・
資
金
の

N
IM

S
へ
の
集
約
）

③
若
手
研
究
者
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
多
様
化

（
人
的
・
機
関
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
）

④
長
期
的
な
協
力
関
係
構
築

新
た
な
物
質
・
材
料
開
発
力
の
強
化

グ
ロ
ー
バ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
よ
り
日
本
の
材
料
開
発
力
を
牽
引

世
界
最
先
端
研
究

環
境
の
提
供

大
企
業
と
地
方
と
の

連
携
構
築
の
支
援

経
験
則
を
超
え
た
原
理
原
則
に
基

づ
く
新
材
料
開
発
ツ
ー
ル
の
提
供

地
方
の
大
学
／
産
業
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
支
援

M
O
P
や
M
G
C
の
活
動
を
最
大
化
す
る
た
め
の
【
世
界
最
高
水
準
の
研
究
基
盤
】
の
構
築

【
地
方
創
生
】

地
方
大
学
と
の
共
同
研
究
等
に
よ
る

全
国
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

N
IM
S
×
地
方
大
学

地
方
大
学
×
地
元
産
業

【
提
案
力
の
向
上
】
将
来
を
見
据
え
た
戦
略
的
研
究
テ
ー
マ
の
提
案

モ
ノ

(装
置
・
設
備
・
施
設

)
技

(操
作
・
技
能
・
ノ
ウ
ハ
ウ

)
知
識
・
知
見

(D
at

ab
as

e,
 生
き
字
引

)
智
恵

(解
釈
・
応
用
・
戦
略

)

【
世
界
最
大
級
の
物
質
・
材
料
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
構
築
】

【
世
界
最
先
端
機
器
の
整
備
】

魅
力
的
な
研
究
環
境
の
整
備
・
活
用

※
破
線
は
別
事
業

に
よ
り
措
置
予
定

平
成
２
９
年
度
要
求
・
要
望
額

：
4
,
4
2
7
百
万
円
（
新
規
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
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元
素

戦
略

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

○
レ

ア
ア

ー
ス

等
の

材
料

の
高

性
能

化
に

必
須

な
希

少
元

素
※

の
世

界
的

な
需

要
急

増
や

資
源

国
の

輸
出

管
理

政
策

に
よ

り
、

深
刻

な
供

給
不

足
を

経
験

し
た

我
が

国
で

は
、

資
源

リ
ス

ク
を

克
服

・
超

越
す

る
「
元

素
戦

略
」
が

必
要

不
可

欠
。

○
ナ

ノ
レ

ベ
ル

（
原

子
・
分

子
レ

ベ
ル

）
で

の
理

論
・
解

析
・
制

御
に

よ
り

元
素

の
秘

め
た

機
能

を
自

在
に

活
用

す
る

こ
と

が
、

未
知

な
る

高
機

能
材

料
の

創
製

、
ひ

い
て

は
産

業
競

争
力

の
鍵

。

・
材
料
領
域
（
拠
点
設
置
機
関
）
：

①
磁

石
材

料
（
物

質
・
材

料
研

究
機

構
）

②
触

媒
・
電

池
材

料
（
京

都
大

学
）

③
電

子
材

料
（
東

京
工

業
大

学
）

④
構

造
材

料
（
京

都
大

学
）

・
事
業
期
間
：
１

０
年

（
H

2
4
年

度
～

）

・
我

が
国

の
資

源
制

約
を

克
服

し
、

産
業

競
争

力
を

強
化

す
る

た
め

、
希

少
元

素
を

用
い

な
い

、
全

く
新

し
い

代
替

材
料

を
創

製
。

・
産

業
競

争
力

に
直

結
す

る
４

つ
の

材
料

領
域

を
特

定
し

、
ト

ッ
プ

レ
ベ

ル
の

研
究

者
集

団
に

よ
り

、
元

素
の

機
能

の
理

論
的

解
明

か
ら

新
材

料
の

創
製

、
特

性
評

価
ま

で
を

一
体

的
に

推
進

す
る

研
究

拠
点

を
形

成
。

・
平

成
29

年
度

は
、

特
に

、
物

材
機

構
の

情
報

統
合

型
物

質
・
材

料
研

究
拠

点
と

の
連

携
等

に
よ

る
マ

テ
リ

ア
ル

ズ
・
イ

ン
フ

ォ
マ

テ
ィ

ク
ス

の
さ

ら
な

る
活

用
や

大
型

研
究

施
設

と
の

連
携

に
よ

り
物

質
の

原
子

レ
ベ

ル
解

析
と

電
子

論
へ

の
展

開
、
特

性
評
価
の
強
化
を
図
る
。

概
要

背
景

【
推
進
体
制
】

企
業

等

経
済
産
業
省

・未
来
開
拓
研
究
ﾌ
ﾟﾛ
ｼ
ﾞｪ
ｸ
ﾄ

成
果

の
速

や
か

な
実

用
化

に
向

け
経

産
省

事
業

と
の

連
携

体
制

を
構

築

○
元

素
機

能
の

理
解

の
更

な
る

深
化

を
目

指
し

、
元

素
戦

略
の

思
想

と
デ

ー
タ

科
学

の
融

合
に

よ
る

研
究

の
加

速
と

大
型

研
究

施
設

（
中

性
子

・
放

射
光

等
）
を

活
用

し
た

特
性

評
価

の
強

化
の

た
め

、
設

備
整

備
を

強
化

・
充

実
○

中
間

評
価

を
受

け
た

平
成

2
8
年

度
の

研
究

成
果

を
踏

ま
え

な
が

ら
各

拠
点

に
戦

略
的

に
配

分

分
野
の
壁
を
打
破

～
理
論
と
実
験
、
理
学
と
工
学
、
物
理
と
化
学
の
徹
底
的
な
融
合
～

省
庁
の
壁
を
打
破

材
料
創
製
グ
ル
ー
プ

目
的
と
す
る
機
能
を

有
す
る
新
材
料
の
作
製

解
析
評
価
グ
ル
ー
プ

新
材
料
の
特
性
の
評
価
、

問
題
点
の
検
討

電
子
論
グ
ル
ー
プ

基
礎
科
学
に
立
脚
し
た
、

新
機
能
・
高
機
能
な

材
料
の
提
案

３
グ

ル
ー

プ
（
歯

車
）
を

一
体

的
に

推
進

平
成
２
９
年
度
の
ポ
イ
ン
ト

※
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
自

動
車

の
モ

ー
タ

ー
用

高
性

能
磁

石
や

、
モ

バ
イ

ル
機

器
の

大
容

量
電

池
な

ど
あ

ら
ゆ

る
先

端
産

業
製

品
に

利
用

さ
れ

て
い

る
。

平
成
２
９
年
度
要
求
・
要
望
額

：
2
,
4
3
9
百
万
円

（
平
成
２
８
年
度
予
算
額

：
2
,
0
3
9
百
万
円
）
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我
が

国
の

光
・量

子
ビー

ム
技

術
の

ポ
テ

ンシ
ャル

と他
分

野
の

ニー
ズ

とを
結

合
させ

、産
学

官
の

多
様

な
研

究
者

に
よ

る
連

携
・融

合
を

進
め

る
た

め
、

最
先

端
の

光
・量

子
科

学
に

関
す

る
研

究
開

発
及

び
人

材
育

成
、次

世
代

加
速

器
に

係
る

要
素

技
術

開
発

を
競

争
的

資
金

に
より

推
進

。

光
・量

子
融

合
連

携
研

究
開

発
プ

ログ
ラム

（
H

25
～

H
29

）
［

9課
題

］
最

先
端

の
光

の
創

生
を

目
指

した
研

究
拠

点
プ

ログ
ラム

◆
先

端
光

量
子

科
学

ア
ラ

イ
ア

ン
ス

【幹
事

機
関

】東
京

大
学

【参
画

機
関

】理
化

学
研

究
所

、電
気

通
信

大
学

、 慶
應

義
塾

大
学

、東
京

工
業

大
学

◆
融

合
光

新
創

成
ネ

ット
ワ

ー
ク

【幹
事

機
関

】大
阪

大
学

【参
画

機
関

】Q
ST

、京
都

大
学

、分
子

科
学

研
究

所

（
H

20
～

H
29

）
［

東
西

２
拠

点
］

フォ
トニ

ック
結

晶
な

どに
代

表
され

る
基

盤
技

術
と超

高
強

度
レ

ー
ザ

ー
技

術
等

との
融

合
に

よ
り、

テ
ラヘ

ル
ツ～

Ｘ
線

に
至

る
超

広
帯

域
の

高
品

位
高

輝
度

光
源

を
開

発

高
強

度
極

短
パ

ル
ス

光
源

や
高

純
度

コ
ヒー

レ
ント

光
源

な
ど「

光
波

の
完

全
制

御
」

を
目

指
した

次
世

代
光

源
に

関
す

る
研

究
開

発
・人

材
育

成
を

実
施

複
数

の
光

・量
子

ビー
ム

技
術

、計
測

技
術

の
融

合
・連

携
を促

進
し、

我
が

国
の

有
す

る
光

・量
子

ビー
ム

関
連

施
設

・設
備

を横
断

的
・統

合
的

に
活

用
す

る
先

導
的

利
用

研
究

を
行

う。

放
射

光
施

設

高
次

高
調

波
レ

ー
ザ

ー

大
型

中
性

子
施

設

X線
自

由
電

子
レ

ー
ザ

ー
パ

ワ
ー

レ
ー

ザ
ー

小
型

中
性

子
源

光
・量

子
ビー

ム
技

術
等

の
融

合
・連

携
を

促
進

•
レ

ー
ザ

ー
光

格
子

に
捕

縛
した

原
子

に
別

の
レ

ー
ザ

ー
光

を
当

て
共

鳴
周

波
数

を
測

定
す

る
時

計
の

開
発

に
成

功
•

現
在

の
国

際
原

子
時

の
10

-1
5 ：

フェ
ム

トの
精

度
（

30
00

万
年

に
１

秒
の

ず
れ

）
を

、
2×

10
-1

8 ：
ア

トの
精

度
へ

と革
新

•
2台

の
時

計
の

差
に

よ
りア

イン
シ

ュタ
イン

の
「時

空
の

ゆ
が

み
」の

計
測

が
可

能
に

。

[N
at

ur
e 

Ph
ot

on
ic

s 
(2

01
5.

2.
9)

 掲
載

] 
【中

心
研

究
者

】香
取

秀
俊

（
東

大
・理

研
）

光
格

子
時

計
の

開
発

～
宇

宙
年

齢
の

13
8億

年
で

１
秒

の
精

度
～

フォ
トニ

ック
結

晶
繰

り返
し超

短
パ

ル
ス

大
強

度
レ

ー
ザ

ー

ア
ト秒

パ
ル

ス
制

御

•
次

世
代

の
「秒

」の
有

力
候

補
（

“1
秒

“の
世

界
標

準
の

再
定

義
）

•
従

来
の

時
計

概
念

を
超

越
した

時
空

間
プ

ロー
ブ

とし
て

の
応

用
（

相
対

論
的

効
果

）

１
．

産
業

競
争

力
の

強
化

を
実

現
す

る
先

導
的

研
究

開
発

の
推

進
２

．
横

断
的

利
用

の
成

功
事

例
とな

る
利

用
研

究
とそ

の
実

現
に

向
け

た
技

術
開

発
の

推
進

３
．

産
業

界
を

含
め

た
利

用
者

の
裾

野
を

大
き

く広
げ

る
研

究
開

発
等

の
推

進
４

．
研

究
開

発
と一

体
的

な
若

手
研

究
者

等
の

育
成

の
推

進

重
点

推
進

事
項

光
格

子
時

計

大
型

加
速

器
施

設
等

に
お

け
る

ビー
ム

加
速

技
術

は
、最

先
端

の
学

術
研

究
か

ら産
業

応
用

ま
で

を
支

え
る

基
盤

技
術

。
将

来
、高

性
能

化
、小

型
化

、低
コス

ト化
・省

エネ
化

、安
定

性
向

上
等

が
求

め
られ

る
加

速
器

技
術

に
共

通
の

要
素

技
術

開
発

を
推

進
。

次
世

代
加

速
器

要
素

技
術

開
発

プ
ログ

ラム
（

H
28

～
）

［
1課

題
］

光
・

量
子

科
学

研
究

拠
点

形
成

に
向

け
た

基
盤

技
術

開
発

平
成
２
９
年
度
要
求
・
要
望
額

：
1
,
2
9
4
百
万
円

（
平
成
２
８
年
度
予
算
額

：
1
,
4
3
1
百
万
円
）
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